
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ日本株ストラテジーα（通
貨選択型）－ジャパン・トリプルリターン
ズ－」は、このたび、第₁₇期の決算を行ない
ました。

ここに、第₁₂期～第₁₇期中の運用状況をご
報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<5765>
<5766>
<5767>
<5768>
<5769>

ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）
－ジャパン・トリプルリターンズ－

　日本円・コース（毎月分配型）　
　豪ドル・コース（毎月分配型）　
　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）
　米ドル・コース（毎月分配型）　
　通貨セレクト・コース（毎月分配型）

運用報告書（全体版）
第12期（決算日　2014年 7 月 8 日）
第13期（決算日　2014年 8 月 8 日）
第14期（決算日　2014年 9 月 8 日）
第15期（決算日　2014年10月 8 日）
第16期（決算日　2014年11月10日）
第17期（決算日　2014年12月 8 日）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 約 ₅ 年間（₂₀₁₃年 ₆ 月₁₉日～₂₀₁₈年 ₆ 月 ₈ 日）
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

日本円・コース
（毎月分配型）

①ケイマン籍の外国投資信託「オージェンタム・トラスト－クロッキー・
ジャパン・ストラテジー・ファンド（日本円・クラス）」（以下「クロッ
キーファンド（日本円・クラス）」といいます。）の受益証券（円建）
②ダイワ・マネーストック・マザーファンドの受益証券

豪ドル・コース
（毎月分配型）

①ケイマン籍の外国投資信託「オージェンタム・トラスト－クロッキー・
ジャパン・ストラテジー・ファンド（豪ドル・クラス）」（以下「クロッ
キーファンド（豪ドル・クラス）」といいます。）の受益証券（円建）
②ダイワ・マネーストック・マザーファンドの受益証券

ブ ラ ジ ル・
レアル・コース

（毎月分配型）

①ケイマン籍の外国投資信託「オージェンタム・トラスト－クロッキー・
ジャパン・ストラテジー・ファンド（ブラジル・レアル・クラス）」（以
下「クロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）」といいます。）
の受益証券（円建）②ダイワ・マネーストック・マザーファンドの受益
証券

米ドル・コース
（毎月分配型）

①ケイマン籍の外国投資信託「オージェンタム・トラスト－クロッキー・
ジャパン・ストラテジー・ファンド（米ドル・クラス）」（以下「クロッ
キーファンド（米ドル・クラス）」といいます。）の受益証券（円建）
②ダイワ・マネーストック・マザーファンドの受益証券

通貨セレクト・
コ ー ス

（毎月分配型）

①ケイマン籍の外国投資信託「オージェンタム・トラスト－クロッキー・
ジャパン・ストラテジー・ファンド（通貨セレクト・クラス）」（以下「ク
ロッキーファンド（通貨セレクト・クラス）」といいます。）の受益証
券（円建）②ダイワ・マネーストック・マザーファンドの受益証券

運用方法

日本円・コース
（毎月分配型）

①主として、クロッキーファンド（日本円・クラス）の受益証券を通じ
て、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせたカバー
ドコール戦略を構築し、信託財産の成長をめざします。②当ファンド
は、クロッキーファンド（日本円・クラス）とダイワ・マネーストック・
マザーファンドに投資するファンド・オブ・ファンズです。通常の状態
で、クロッキーファンド（日本円・クラス）への投資割合を高位に維持
することを基本とします。

豪ドル・コース
（毎月分配型）

①主として、クロッキーファンド（豪ドル・クラス）の受益証券を通じ
て、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせたカバー
ドコール戦略を構築するとともに、為替取引を行ない、信託財産の成長
をめざします。②当ファンドは、クロッキーファンド（豪ドル・クラス）
とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資するファンド・オブ・
ファンズです。通常の状態で、クロッキーファンド（豪ドル・クラス）
への投資割合を高位に維持することを基本とします。③クロッキーファ
ンド（豪ドル・クラス）では、日本円売り／豪ドル買いの為替取引を行
ないます。

ブ ラ ジ ル・
レアル・コース

（毎月分配型）

①主として、クロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）の受益
証券を通じて、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わ
せたカバードコール戦略を構築するとともに、為替取引を行ない、信託
財産の成長をめざします。②当ファンドは、クロッキーファンド（ブラ
ジル・レアル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに
投資するファンド・オブ・ファンズです。通常の状態で、クロッキーファ
ンド（ブラジル・レアル・クラス）への投資割合を高位に維持すること
を基本とします。③クロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）
では、日本円売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行ないます。

米ドル・コース
（毎月分配型）

①主として、クロッキーファンド（米ドル・クラス）の受益証券を通じ
て、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせたカバー
ドコール戦略を構築するとともに、為替取引を行ない、信託財産の成長
をめざします。②当ファンドは、クロッキーファンド（米ドル・クラス）
とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資するファンド・オブ・
ファンズです。通常の状態で、クロッキーファンド（米ドル・クラス）
への投資割合を高位に維持することを基本とします。③クロッキーファ
ンド（米ドル・クラス）では、日本円売り／米ドル買いの為替取引を行
ないます。

通貨セレクト・
コ ー ス

（毎月分配型）

①主として、クロッキーファンド（通貨セレクト・クラス）の受益証券
を通じて、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせた
カバードコール戦略を構築するとともに、為替取引を行ない、信託財産
の成長をめざします。②当ファンドは、クロッキーファンド（通貨セレ
クト・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資する
ファンド・オブ・ファンズです。通常の状態で、クロッキーファンド（通
貨セレクト・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本としま
す。③クロッキーファンド（通貨セレクト・クラス）では、日本円売り
／選定通貨買いの為替取引を行ないます。
※当ファンドにおいて、選定通貨とは、クロッキーファンド（通貨セレ
クト・クラス）の通貨運用助言会社の助言に基づき決定した複数の通貨
をいいます。

組入制限 投資信託証券への投資割合には、制限を設けません。

分配方針
分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とし、
原則として、継続的な分配を行なうことを目標に分配金額を決定します。ただ
し、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。



ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

★日本円・コース（毎月分配型）
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（2013年 ₈ 月 ₈ 日） ₁₀, ₂₀₁  ₆₀  ₂. ₆ ₁, ₁₅₅. ₂₆ ₆. ₃ ₀. ₀  ₉₈. ₁  ₁₂, ₀₃₅ 
₂ 期末（2013年 ₉ 月 ₉ 日） ₁₀, ₀₄₂  ₆₀  △ ₁. ₀ ₁, ₁₄₇. ₈₂ △  ₀. ₆ ₀. ₀  ₉₈. ₇  ₁₂, ₅₀₇ 
₃ 期末（2013年₁₀月 ₈ 日） ₉, ₈₃₂  ₆₀  △ ₁. ₅ ₁, ₁₄₇. ₅₈ △ ₀. ₀ ₀. ₀  ₉₈. ₇  ₁₃, ₁₆₄ 
₄ 期末（2013年₁₁月 ₈ 日） ₁₀, ₀₈₉  ₆₀  ₃. ₂ ₁, ₁₈₄. ₇₃ ₃. ₂ ₀. ₀  ₉₈. ₃  ₁₄, ₄₄₇ 
₅ 期末（2013年12月 ₉ 日） ₁₀, ₂₈₂  ₆₀  ₂. ₅ ₁, ₂₃₅. ₈₃ ₄. ₃ ₀. ₀  ₉₈. ₇  ₁₄, ₆₆₅ 
₆ 期末（2014年 ₁ 月 ₈ 日） ₁₀, ₄₀₃  ₆₀  ₁. ₈  ₁, ₂₈₃. ₂₅ ₃. ₈ ₀. ₀  ₉₈. ₈  ₁₄, ₈₆₅ 
₇ 期末（2014年 ₂ 月₁₀日） ₉, ₇₆₂  ₆₀  △ ₅. ₆  ₁, ₁₈₉. ₁₄ △  ₇. ₃ ₀. ₀  ₉₈. ₇  ₁₄, ₇₁₈ 
₈ 期末（2014年 ₃ 月₁₀日） ₁₀, ₁₁₅  ₆₀  ₄. ₂  ₁, ₂₃₆. ₉₇ ₄. ₀ ₀. ₀  ₉₈. ₆  ₁₅, ₅₄₂ 
₉ 期末（2014年 ₄ 月 ₈ 日） ₉, ₇₉₃  ₆₀  △ ₂. ₆  ₁, ₁₉₆. ₈₄ △  ₃. ₂ ₀. ₀  ₉₈. ₉  ₁₅, ₁₄₇ 
₁₀期末（2014年 ₅ 月 ₈ 日） ₉, ₄₉₀  ₆₀  △ ₂. ₅  ₁, ₁₅₂. ₀₁ △  ₃. ₇ ₀. ₀  ₉₉. ₂  ₁₄, ₆₅₉ 
₁₁期末（2014年 ₆ 月 ₉ 日） ₉, ₉₂₇  ₆₀  ₅. ₂  ₁, ₂₃₄. ₅₇ ₇. ₂ ₀. ₀  ₉₈. ₉  ₁₅, ₂₂₁ 
₁₂期末（2014年 ₇ 月 ₈ 日） ₁₀, ₁₀₇  ₆₀  ₂. ₄  ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₀. ₀  ₉₉. ₀  ₁₄, ₇₃₃ 
₁₃期末（2014年 ₈ 月 ₈ 日） ₁₀, ₀₁₇  ₆₀  △ ₀. ₃  ₁, ₂₅₈. ₁₂ △  ₁. ₇ ₀. ₀  ₉₉. ₃  ₁₄, ₀₇₄ 
₁₄期末（2014年 ₉ 月 ₈ 日） ₁₀, ₁₅₉  ₆₀  ₂. ₀  ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₀. ₀  ₉₈. ₉  ₁₄, ₀₃₁ 
₁₅期末（2014年₁₀月 ₈ 日） ₁₀, ₀₇₃  ₆₀  △ ₀. ₃  ₁, ₂₉₀. ₈₉ △  ₀. ₂ ₀. ₀  ₉₈. ₇  ₁₃, ₃₂₆ 
₁₆期末（2014年₁₁月₁₀日） ₁₀, ₁₁₂  ₆₀  ₁. ₀  ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₀. ₀  ₉₉. ₁  ₁₃, ₁₆₃ 
₁₇期末（2014年₁₂月 ₈ 日） ₁₀, ₃₈₇  ₆₀  ₃. ₃  ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₀. ₀  ₉₈. ₇  ₁₃, ₂₀₂ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＴＯＰＩＸは、基準価額への反映を考慮して、 ₁ 営業日前の日付の終値を採用しています。
（注 ₃ ） 公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₄ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

■当作成期間（第12期～第17期）中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基　準　価　額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 公 社 債

組入比率
投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％

第₁₂期
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月 ₉ 日 ₉, ₉₂₇ ― ₁, ₂₃₄. ₅₇ ― ₀. ₀ ₉₈. ₉

₆ 月末 ₁₀, ₀₄₆ ₁. ₂ ₁, ₂₅₃. ₁₅ ₁. ₅ ₀. ₀ ₉₈. ₉
（期末）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₁₆₇ ₂. ₄ ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₀. ₀ ₉₉. ₀

第₁₃期
（期首）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₁₀₇ ― ₁, ₂₇₉. ₈₇ ― ₀. ₀ ₉₉. ₀

₇ 月末 ₁₀, ₂₅₃ ₁. ₄ ₁, ₂₉₂. ₂₄ ₁. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₉
（期末）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₁₀, ₀₇₇ △ ₀. ₃ ₁, ₂₅₈. ₁₂ △ ₁. ₇ ₀. ₀ ₉₉. ₃

第₁₄期
（期首）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₁₀, ₀₁₇ ― ₁, ₂₅₈. ₁₂ ― ₀. ₀ ₉₉. ₃

₈ 月末 ₁₀, ₁₁₆ ₁. ₀ ₁, ₂₈₀. ₇₄ ₁. ₈ ₀. ₀ ₉₉. ₁
（期末）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₀, ₂₁₉ ₂. ₀ ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₀. ₀ ₉₈. ₉

第₁₅期
（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₀, ₁₅₉ ― ₁, ₂₉₃. ₂₁ ― ₀. ₀ ₉₈. ₉

₉ 月末 ₁₀, ₄₄₁ ₂. ₈ ₁, ₃₃₇. ₃₀ ₃. ₄ ₀. ₀ ₉₈. ₈
（期末）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₁₀, ₁₃₃ △ ₀. ₃ ₁, ₂₉₀. ₈₉ △ ₀. ₂ ₀. ₀ ₉₈. ₇

第₁₆期
（期首）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₁₀, ₀₇₃ ― ₁, ₂₉₀. ₈₉ ― ₀. ₀ ₉₈. ₇

₁₀月末 ₉, ₈₄₅ △ ₂. ₃ ₁, ₂₇₈. ₉₀ △ ₀. ₉ ₀. ₀ ₉₈. ₆
（期末）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₀, ₁₇₂ ₁. ₀ ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₀. ₀ ₉₉. ₁

第₁₇期
（期首）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₀, ₁₁₂ ― ₁, ₃₆₃. ₆₇ ― ₀. ₀ ₉₉. ₁

₁₁月末 ₁₀, ₂₃₃ ₁. ₂ ₁, ₃₉₁. ₉₀ ₂. ₁ ₀. ₀ ₉₉. ₁
（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日 ₁₀, ₄₄₇ ₃. ₃ ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₇

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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第17期末
（2014. 12. 8）

第11期末
（2014. 6. 9）

第12期末
（2014. 7. 8）

第13期末
（2014. 8. 8）

第14期末
（2014. 9. 8）

第15期末
（2014. 10. 8）

第16期末
（2014. 11. 10）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な
　パフォーマンスを示すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファン
　ドの購入価額により異なります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₁₂期首：₉, ₉₂₇円　第₁₇期末：₁₀, ₃₈₇円（既払分配金₃₆₀円）　騰落率：₈. ₄％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

国内株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略による運用の結果、基準価額は値上がりしました。株式ポー
トフォリオが大幅に上昇してプラス要因となりましたが、オプション取引戦略はマイナス要因となりました。

◆投資環境について
○国内株式市況

国内株式市況は、第₁₂期首から₂₀₁₄年 ₇ 月にかけて、地政学リスクやポルトガル大手銀行の信用不安などを受けて上値
の重い展開となりました。 ₈ 月に入り、米国がイラクへの空爆を承認したとの報道などから軟調となったものの、その後
は、地政学リスクが徐々に後退したことや良好な米国経済指標などを受けて反発し、 ₉ 月には円安米ドル高の進行などを
好感して高値をつけました。₁₀月に入ると、ＩＭＦ（国際通貨基金）による経済成長見通しの下方修正などから世界経済
への懸念が広がったほか、エボラ出血熱の感染拡大、国内の政治不安などが嫌気され大幅に下落しました。しかし、良好
な米国の企業決算や経済指標の発表で景気先行き懸念が後退したことや円安などから反発し、₁₀月末には日銀による予想
外の追加金融緩和およびＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）の国内株式への投資比率引上げの発表を受けて急
騰しました。その後も、海外株高や円安、原油価格の下落などを好感して続伸し、₂₀₀₈年以来の高値で第₁₇期末を迎えま
した。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（日本円・クラス）（以下、「ク
ロッキーファンド（日本円・クラス）」といいます。）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。また、
クロッキーファンド（日本円・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

クロッキーファンド（日本円・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資しました。クロッキーファ
ンド（日本円・クラス）への投資割合は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。

○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（日本円・クラス）
株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略のうち、株式ポートフォリオ（配当除く）のパフォーマンスは

ＴＯＰＩＸ指数（配当除く）を上回り、クロッキーモデルによる銘柄選択効果がプラスに働きました。オプション取引戦
略のパフォーマンスはマイナスとなりました。一般に、株価の上昇は当ファンドのオプション取引戦略にマイナスとなり
ます。

株式とオプション取引の組合わせで寄与度が高かった銘柄は、アステラス製薬（医薬品）、旭化成（化学）、日東電工
（化学）、寄与度が低かった銘柄は、日揮（建設業）、エーザイ（医薬品）、リコー（電気機器）でした。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

（％）
7. 0
6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0
-1. 0
-2. 0
-3. 0

第12期
（2014. 6. 9～
　2014. 7. 8）

第13期
（2014. 7. 8～
　2014. 8. 8）

第14期
（2014. 8. 8～
　2014. 9. 8）

第15期
（2014. 9. 8～

　 2014. 10. 8）

第16期
（2014. 10. 8～
　 2014. 11. 10）

第17期
 （2014. 11. 10～
　2014. 12. 8）

基準価額
ＴＯＰＩＸ

◆分配金について
【収益分配金】

第12期から第17期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ60円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₁₂期 第₁₃期 第₁₄期 第₁₅期 第₁₆期 第₁₇期

₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日
～₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ～₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

当期分配金（税込み） （円） ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀
対基準価額比率（％） ₀. ₅₉ ₀. ₆₀ ₀. ₅₉ ₀. ₅₉ ₀. ₅₉ ₀. ₅₇
当 期 の 収 益 （円） ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀
当期の収益以外（円） ―  ―  ―  ―  ―  ―  

翌期繰越分配対象額 （円） ₄₅₉ ₄₆₄ ₄₈₆ ₅₀₂ ₅₂₅ ₅₄₁
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。     
（注 ₂ ）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。    
（注 ₃ ）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₇₅. ₄₀円 ₇₀. ₃₄円 ₈₀. ₆₂円 ₇₆. ₅₅円 ₈₂. ₅₈円 ₇₅. ₄₇円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₀. ₀₀ ₀. ₀₀ ₀. ₀₀ ₀. ₀₀ ₀. ₀₀ ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₁₃. ₃₈ ₁₁₁. ₁₉ ₁₁₃. ₇₁ ₁₁₆. ₉₈ ₁₂₁. ₀₂ ₁₂₅. ₅₅
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₃₃₀. ₅₅ ₃₄₃. ₂₁ ₃₅₁. ₆₇ ₃₆₈. ₉₄ ₃₈₁. ₉₈ ₄₀₀. ₂₈
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅₁₉. ₃₄ ₅₂₄. ₇₅ ₅₄₆. ₀₁ ₅₆₂. ₄₈ ₅₈₅. ₅₉ ₆₀₁. ₃₀
（ｆ）分 配 金 ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₄₅₉. ₃₄ ₄₆₄. ₇₅ ₄₈₆. ₀₁ ₅₀₂. ₄₈ ₅₂₅. ₅₉ ₅₄₁. ₃₀
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、クロッキーファンド（日本円・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。また、ク

ロッキーファンド（日本円・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。
○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（日本円・クラス）

主として、担保付スワップ取引を通じて、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦
略を構築します。
・投資対象銘柄は「ＴＯＰＩＸ₁₀₀」構成銘柄から金融セクターに属する銘柄を除いた銘柄とします。
・ドイツ銀行グループが独自に開発した株式分析手法「クロッキーモデル」を用い、会計データを重点分析し、割安と判断

される₃₀銘柄を選定します。
・選定時における各銘柄の構成比率はおおむね均等とします。また、銘柄の見直しは約 ₁ カ月ごとに行ないます。
・個別銘柄ごとに、コール・オプションを売却することでカバードコール戦略を構築します。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってま

いります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける当作成期間中の利害関係人との取

引状況

　当作成期間（第12期～第17期）中における利害関係
人との取引はありません。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
第　　　₁₂       期　　　～　　　第　　　₁₇       期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
CROCI JAPAN STRATEGY 
FUND JPY CLASS（ケイマン諸島）  ₃₂, ₉₄₉. ₄₇₃ ₃, ₂₅₀, ₀₀₀ ₉₈ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）

決　算　期
第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₇, ₂₀₈. ₂₉₃ ₇₀₄, ₃₃₁ ₃₂, ₉₄₉. ₄₇₃ ₃, ₂₅₀, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₁₂期～第₁₇期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₆. ₁₀～₂₀₁₄. ₁₂. ₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₇₄円 ₀. ₇₂₈％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₀₉₅円です。

（投信会社）  （₂₆）  （₀. ₂₅₈） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₆）  （₀. ₄₅₇） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₇₄   ₀. ₇₃₂  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

項 目 第 　₁₇　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₁₃, ₀₂₆, ₀₁₀ ₉₇. ₄ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₄₀₀ ₀. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₃₄₅, ₆₅₄ ₂. ₆ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₃, ₃₇₂, ₀₆₄ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

（3） 当作成期間中における売買委託手数料総額に対する利
害関係人への支払比率

　当作成期間（第12期～第17期）中における売買委託
手数料の利害関係人への支払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第₁₁条第 ₁ 項に規定される
利害関係人であり、当作成期間における当ファンドに係る利害関係人とは、大和
証券です。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第　₁₇　期　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
CROCI JAPAN STRATEGY FUND JPY CLASS ₁₂₈, ₈₈₄. ₈₉₈ ₁₃, ₀₂₆, ₀₁₀ ₉₈. ₇ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

（2） ダイワ・マネーストック・マザーファンドにおける当
作成期間中の利害関係人との取引状況

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
決 算 期 第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 ₁, ₃₀₉ ₄₆₉ ₃₅. ₉ ― ― ― 

コール・ローン ₃₇, ₇₁₁ ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合₀. ₀％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン

ドのマザーファンド所有口数の割合。 （2）親投資信託残高

種 類 第₁₁期末 第　₁₇   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ・ マ ネ ー ス ト ッ ク・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₃₉₈  ₃₉₈  ₄₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₁₂ 期 末 第 ₁₃ 期 末 第 ₁₄ 期 末 第 ₁₅ 期 末 第 ₁₆ 期 末 第 ₁₇ 期 末
（Ａ）資 産 15， 130， 631， 594円 14， 430， 835， 368円 14， 200， 012， 399円 13， 462， 226， 037円 13， 418， 665， 909円 13， 412， 064， 991円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₃₈₃, ₄₁₂, ₀₂₂  ₃₄₇, ₈₂₇, ₅₁₇  ₃₁₈, ₅₄₆, ₇₂₉  ₃₀₂, ₉₃₆, ₇₆₃  ₃₂₆, ₇₅₂, ₄₅₅  ₃₀₅, ₆₅₄, ₆₃₀  
投資信託受益証券（評価額） ₁₄, ₅₈₆, ₈₁₉, ₂₉₃  ₁₃, ₉₈₂, ₆₀₇, ₅₇₂  ₁₃, ₈₈₁, ₀₆₅, ₃₉₁  ₁₃, ₁₅₈, ₈₈₈, ₉₉₅  ₁₃, ₀₅₁, ₅₁₃, ₁₃₅  ₁₃, ₀₂₆, ₀₁₀, ₀₄₂  
ダイワ・マネーストック・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₃₁₉  ₄₀₀, ₃₁₉  
未 収 入 金 ₁₆₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ―  ₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₈₀, ₀₀₀, ₀₀₀  

（Ｂ）負 債 397， 626， 875  355， 867， 370  169， 002， 166  135， 400， 083  254， 863， 064  209， 363， 284  
未 払 金 ₈₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ―  ₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  
未 払 収 益 分 配 金 ₈₇, ₄₆₂, ₈₇₉  ₈₄, ₃₀₉, ₉₂₄  ₈₂, ₈₆₇, ₅₆₂  ₇₉, ₃₈₁, ₃₅₈  ₇₈, ₁₀₉, ₈₅₀  ₇₆, ₂₆₈, ₀₈₉  
未 払 解 約 金 ₂₁₂, ₅₁₆, ₇₂₅  ₁₅₃, ₁₇₆, ₄₃₄  ₆₈, ₃₂₁, ₃₉₁  ₃₈, ₈₄₈, ₁₂₅  ₁₁₉, ₂₉₉, ₈₅₂  ₇₇, ₆₇₉, ₄₈₈  
未 払 信 託 報 酬 ₁₇, ₅₅₀, ₁₄₅  ₁₈, ₁₈₃, ₂₅₅  ₁₇, ₅₁₈, ₅₀₇  ₁₆, ₇₈₃, ₀₁₂  ₁₆, ₉₇₁, ₈₄₇  ₁₄, ₈₅₁, ₉₉₇  
そ の 他 未 払 費 用 ₉₇, ₁₂₆  ₁₉₇, ₇₅₇  ₂₉₄, ₇₀₆  ₃₈₇, ₅₈₈  ₄₈₁, ₅₁₅  ₅₆₃, ₇₁₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 14， 733， 004， 719  14， 074， 967， 998  14， 031， 010， 233  13， 326， 825， 954  13， 163， 802， 845  13， 202， 701， 707  
元 本 ₁₄, ₅₇₇, ₁₄₆, ₆₄₉  ₁₄, ₀₅₁, ₆₅₄, ₀₂₆  ₁₃, ₈₁₁, ₂₆₀, ₃₈₆  ₁₃, ₂₃₀, ₂₂₆, ₄₅₉  ₁₃, ₀₁₈, ₃₀₈, ₄₈₀  ₁₂, ₇₁₁, ₃₄₈, ₂₇₀  
次 期 繰 越 損 益 金 ₁₅₅, ₈₅₈, ₀₇₀  ₂₃, ₃₁₃, ₉₇₂  ₂₁₉, ₇₄₉, ₈₄₇  ₉₆, ₅₉₉, ₄₉₅  ₁₄₅, ₄₉₄, ₃₆₅  ₄₉₁, ₃₅₃, ₄₃₇  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 14， 577， 146， 649口 14， 051， 654， 026口 13， 811， 260， 386口 13， 230， 226， 459口 13， 018， 308， 480口 12， 711， 348， 270口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， 107円 10， 017円 10， 159円 10， 073円 10， 112円 10， 387円

＊第₁₁期末における元本額は₁₅, ₃₃₄, ₀₉₃, ₇₄₈円、当作成期間（第₁₂期～第₁₇期）中における追加設定元本額は₇₇₁, ₁₉₄, ₂₅₂円、同解約元本額は₃, ₃₉₃, ₉₃₉, ₇₃₀円です。
＊第₁₇期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₃₈₇円です。

（₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₁月₁₀日）、（₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日）現在
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₀₉, ₉₂₁, ₄₅₅円 ₉₈, ₈₄₂, ₄₆₆円 ₁₁₁, ₃₅₅, ₀₅₈円 ₁₀₁, ₂₈₂, ₉₇₇円 ₁₀₇, ₅₁₅, ₇₅₉円 ₉₅, ₉₃₄, ₁₇₄円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀  ₀  ₀  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₆₅, ₂₇₉, ₆₆₉ ₁₅₆, ₂₅₀, ₅₅₂ ₁₅₇, ₀₅₂, ₈₈₂ ₁₅₄, ₇₈₀, ₁₈₆ ₁₅₇, ₅₅₆, ₁₅₇ ₁₅₉, ₅₉₃, ₃₃₆
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₄₈₁, ₈₅₅, ₂₂₂ ₄₈₂, ₂₇₁, ₄₁₅ ₄₈₅, ₇₀₄, ₇₅₀ ₄₈₈, ₁₁₉, ₂₄₄ ₄₉₇, ₂₇₇, ₀₁₆ ₅₀₈, ₈₁₅, ₀₇₂
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₇₅₇, ₀₅₆, ₃₄₆ ₇₃₇, ₃₆₄, ₄₃₃ ₇₅₄, ₁₁₂, ₆₉₀ ₇₄₄, ₁₈₂, ₄₀₇ ₇₆₂, ₃₄₈, ₉₃₂ ₇₆₄, ₃₄₂, ₅₈₂
（ｆ）分 配 金 ₈₇, ₄₆₂, ₈₇₉ ₈₄, ₃₀₉, ₉₂₄ ₈₂, ₈₆₇, ₅₆₂ ₇₉, ₃₈₁, ₃₅₈ ₇₈, ₁₀₉, ₈₅₀ ₇₆, ₂₆₈, ₀₈₉
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₆₆₉, ₅₉₃, ₄₆₇ ₆₅₃, ₀₅₄, ₅₀₉ ₆₇₁, ₂₄₅, ₁₂₈ ₆₆₄, ₈₀₁, ₀₄₉ ₆₈₄, ₂₃₉, ₀₈₂ ₆₈₈, ₀₇₄, ₄₉₃
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁₄, ₅₇₇, ₁₄₆, ₆₄₉口 ₁₄, ₀₅₁, ₆₅₄, ₀₂₆口 ₁₃, ₈₁₁, ₂₆₀, ₃₈₆口 ₁₃, ₂₃₀, ₂₂₆, ₄₅₉口 ₁₃, ₀₁₈, ₃₀₈, ₄₈₀口 ₁₂, ₇₁₁, ₃₄₈, ₂₇₀口

■損益の状況
第₁₂期  自 ₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日  至 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日　　第₁₄期  自 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日　　第₁₆期  自 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₁月₁₀日
第₁₃期  自 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日　　第₁₅期  自 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日　　第₁₇期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日  至 ₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 115， 490， 922円 117， 126， 343円 118， 383， 617円 118， 158， 865円 121， 571， 124円 99， 312， 286円

受 取 配 当 金 ₁₁₅, ₄₈₃, ₆₈₆  ₁₁₇, ₁₁₈, ₆₃₉  ₁₁₈, ₃₇₅, ₆₉₇  ₁₁₈, ₁₅₁, ₈₄₇  ₁₂₁, ₅₆₃, ₈₇₁  ₉₉, ₃₀₅, ₄₆₇
受 取 利 息 ₇, ₂₃₆  ₇, ₇₀₄  ₇, ₉₂₀  ₇, ₀₁₈  ₇, ₂₅₃  ₆, ₈₁₉

（Ｂ）有価証券売買損益 250， 461， 480  △ 142， 086， 372  178， 309， 012  △ 137， 185， 650  26， 039， 295  339， 699， 331
売 買 益 ₂₅₆, ₄₆₃, ₁₆₄  ₁, ₉₃₇, ₉₇₈  ₁₈₀, ₈₇₅, ₈₂₇  ₄, ₈₁₄, ₆₈₃  ₂₉, ₆₆₇, ₈₀₀  ₃₄₃, ₅₁₅, ₈₃₁
売 買 損 △ ₆, ₀₀₁, ₆₈₄  △ ₁₄₄, ₀₂₄, ₃₅₀  △ ₂, ₅₆₆, ₈₁₅  △ ₁₄₂, ₀₀₀, ₃₃₃  △ ₃, ₆₂₈, ₅₀₅  △ ₃, ₈₁₆, ₅₀₀

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 17， 647， 271  △ 18， 283， 886  △ 17， 615， 456  △ 16， 875， 894  △ 17， 065， 774  △ 14， 934， 192
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 348， 305， 131  △ 43， 243， 915  279， 077， 173  △ 35， 902， 679  130， 544， 645  424， 077， 425
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 270， 263， 851  △ 9， 009， 804  △ 133， 512， 646  59， 517， 810  △ 54， 372， 799  △ 1， 872， 255
（Ｆ）追加信託差損益金 165， 279， 669  159， 877， 615  157， 052， 882  152， 365， 722  147， 432， 369  145， 416， 356

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₅₇, ₆₇₃, ₇₅₆） （ ₁₅₆, ₂₅₀, ₅₅₂） （ ₁₅₆, ₅₄₁, ₅₄₅） （ ₁₅₄, ₇₈₀, ₁₈₆） （ ₁₅₇, ₅₅₆, ₁₅₇） （ ₁₅₉, ₅₉₃, ₃₃₆）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₇, ₆₀₅, ₉₁₃） （ ₃, ₆₂₇, ₀₆₃） （ ₅₁₁, ₃₃₇） （△ ₂, ₄₁₄, ₄₆₄） （△ ₁₀, ₁₂₃, ₇₈₈） （△ ₁₄, ₁₇₆, ₉₈₀）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 243， 320， 949  107， 623， 896  302， 617， 409  175， 980， 853  223， 604， 215  567， 621， 526
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 87， 462， 879  △ 84， 309， 924  △ 82， 867， 562  △ 79， 381， 358  △ 78， 109， 850  △ 76， 268， 089

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 155， 858， 070  23， 313， 972  219， 749， 847  96， 599， 495  145， 494， 365  491， 353， 437
追 加 信 託 差 損 益 金 ₁₆₅, ₂₇₉, ₆₆₉  ₁₅₉, ₈₇₇, ₆₁₅  ₁₅₇, ₀₅₂, ₈₈₂  ₁₅₂, ₃₆₅, ₇₂₂  ₁₄₇, ₄₃₂, ₃₆₉  ₁₄₅, ₄₁₆, ₃₅₆

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₅₇, ₆₇₃, ₇₅₆） （ ₁₅₆, ₂₅₀, ₅₅₂） （ ₁₅₆, ₅₄₁, ₅₄₅） （ ₁₅₄, ₇₈₀, ₁₈₆） （ ₁₅₇, ₅₅₆, ₁₅₇） （ ₁₅₉, ₅₉₃, ₃₃₆）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₇, ₆₀₅, ₉₁₃） （ ₃, ₆₂₇, ₀₆₃） （ ₅₁₁, ₃₃₇） （△ ₂, ₄₁₄, ₄₆₄） （△ ₁₀, ₁₂₃, ₇₈₈） （△ ₁₄, ₁₇₆, ₉₈₀）
分 配 準 備 積 立 金 ₅₀₄, ₃₁₃, ₇₉₈  ₄₉₆, ₈₀₃, ₉₅₇  ₅₁₄, ₁₉₂, ₂₄₆  ₅₁₀, ₀₂₀, ₈₆₃  ₅₂₆, ₆₈₂, ₉₂₅  ₅₂₈, ₄₈₁, ₁₅₇
繰 越 損 益 金 △ ₅₁₃, ₇₃₅, ₃₉₇  △ ₆₃₃, ₃₆₇, ₆₀₀  △ ₄₅₁, ₄₉₅, ₂₈₁  △ ₅₆₅, ₇₈₇, ₀₉₀  △ ₅₂₈, ₆₂₀, ₉₂₉  △ ₁₈₂, ₅₄₄, ₀₇₆

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－日本円・コース（毎月分配型）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を

控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税0. 315％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期
60円 60円 60円 60円 60円 60円

（単　　価） ︵10， 107円 ︶ ︵10， 017円 ︶ ︵10， 159円 ︶ ︵10， 073円 ︶ ︵10， 112円 ︶ ︵10， 387円 ︶
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日まで
は₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得
税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

★豪ドル・コース（毎月分配型）
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 豪ドル為替レート 公社債

組　入
比　率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率 （参考指数） 期　中
騰落率

円 円 ％ ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
₁ 期末（2013年 ₈ 月 ₈ 日） ₉, ₈₃₀  ₈₀  △ ₀. ₉ ₁, ₁₅₅. ₂₆ ₆. ₃ ₈₇. ₃₂  △ ₃. ₃ ₀. ₀  ₉₇. ₃  ₃, ₅₈₂ 
₂ 期末（2013年 ₉ 月 ₉ 日） ₁₀, ₁₃₃  ₈₀  ₃. ₉  ₁, ₁₄₇. ₈₂ △  ₀. ₆ ₉₁. ₄₅  ₄. ₇  ₀. ₀  ₉₈. ₆  ₃, ₇₃₈ 
₃ 期末（2013年₁₀月 ₈ 日） ₉, ₉₆₆  ₈₀  △ ₀. ₉ ₁, ₁₄₇. ₅₈ △ ₀. ₀ ₉₁. ₄₂  △ ₀. ₀ ₀. ₀  ₉₈. ₃  ₃, ₆₀₉ 
₄ 期末（2013年₁₁月 ₈ 日） ₁₀, ₄₅₃  ₈₀  ₅. ₇  ₁, ₁₈₄. ₇₃ ₃. ₂ ₉₂. ₇₂  ₁. ₄  ₀. ₀  ₉₉. ₄  ₄, ₂₂₂ 
₅ 期末（2013年12月 ₉ 日） ₁₀, ₆₂₄  ₈₀  ₂. ₄  ₁, ₂₃₅. ₈₃ ₄. ₃ ₉₃. ₈₆  ₁. ₂  ₀. ₀  ₉₈. ₄  ₄, ₃₅₈ 
₆ 期末（2014年 ₁ 月 ₈ 日） ₁₀, ₇₂₀  ₈₀  ₁. ₇  ₁, ₂₈₃. ₂₅ ₃. ₈ ₉₃. ₄₄  △ ₀. ₄  ₀. ₀  ₉₈. ₂  ₄, ₅₈₁ 
₇ 期末（2014年 ₂ 月₁₀日） ₉, ₈₇₃  ₈₀  △ ₇. ₂  ₁, ₁₈₉. ₁₄ △  ₇. ₃ ₉₁. ₇₄  △ ₁. ₈  ₀. ₀  ₉₈. ₆  ₄, ₄₈₁ 
₈ 期末（2014年 ₃ 月₁₀日） ₁₀, ₄₆₃  ₈₀  ₆. ₈  ₁, ₂₃₆. ₉₇ ₄. ₀ ₉₃. ₄₄  ₁. ₉  ₀. ₀  ₉₇. ₆  ₄, ₉₇₅ 
₉ 期末（2014年 ₄ 月 ₈ 日） ₁₀, ₃₂₀  ₈₀  △ ₀. ₆  ₁, ₁₉₆. ₈₄ △  ₃. ₂ ₉₅. ₅₂  ₂. ₂  ₀. ₀  ₉₈. ₈  ₄, ₈₇₉ 
₁₀期末（2014年 ₅ 月 ₈ 日） ₉, ₉₂₉  ₈₀  △ ₃. ₀  ₁, ₁₅₂. ₀₁ △  ₃. ₇ ₉₅. ₀₃  △ ₀. ₅  ₀. ₀  ₉₈. ₄  ₄, ₇₉₇ 
₁₁期末（2014年 ₆ 月 ₉ 日） ₁₀, ₄₆₂  ₈₀  ₆. ₂  ₁, ₂₃₄. ₅₇ ₇. ₂ ₉₅. ₇₇  ₀. ₈  ₀. ₀  ₉₉. ₁  ₅, ₀₂₇ 
₁₂期末（2014年 ₇ 月 ₈ 日） ₁₀, ₆₂₁  ₈₀  ₂. ₃  ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₉₅. ₄₂  △ ₀. ₄ ₀. ₀  ₉₈. ₆  ₄, ₉₇₀ 
₁₃期末（2014年 ₈ 月 ₈ 日） ₁₀, ₄₅₅  ₈₀  △ ₀. ₈ ₁, ₂₅₈. ₁₂ △  ₁. ₇ ₉₄. ₆₂  △ ₀. ₈ ₀. ₀  ₉₈. ₈  ₄, ₇₄₅ 
₁₄期末（2014年 ₉ 月 ₈ 日） ₁₀, ₉₈₀  ₈₀  ₅. ₈  ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₉₈. ₃₉  ₄. ₀  ₀. ₀  ₉₇. ₈  ₅, ₀₆₁ 
₁₅期末（2014年₁₀月 ₈ 日） ₁₀, ₅₇₇  ₈₀  △ ₂. ₉ ₁, ₂₉₀. ₈₉ △  ₀. ₂ ₉₅. ₄₃  △ ₃. ₀ ₀. ₀  ₉₇. ₉  ₄, ₇₅₆ 
₁₆期末（2014年₁₁月₁₀日） ₁₁, ₀₁₅  ₈₀  ₄. ₉  ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₉₈. ₈₉  ₃. ₆  ₀. ₀  ₉₈. ₈  ₄, ₈₄₈ 
₁₇期末（2014年₁₂月 ₈ 日） ₁₁, ₅₄₉  ₈₀  ₅. ₆  ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₁₀₁. ₀₀  ₂. ₁  ₀. ₀  ₉₇. ₆  ₅, ₀₃₅ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＴＯＰＩＸは、基準価額への反映を考慮して、 ₁ 営業日前の日付の終値を採用しています。
（注 ₃ ） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートを採用して

います。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

■当作成期間（第12期～第17期）中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ 豪ドル為替レート 公社債

組入比率
投資信託
受益証券
組入比率騰落率 （参考指数） 騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ 円 ％ ％ ％

第₁₂期
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月 ₉ 日 ₁₀, ₄₆₂  ― ₁, ₂₃₄. ₅₇ ― ₉₅. ₇₇  ― ₀. ₀  ₉₉. ₁ 

₆ 月末 ₁₀, ₅₆₉  ₁. ₀  ₁, ₂₅₃. ₁₅ ₁. ₅ ₉₅. ₅₀  △ ₀. ₃  ₀. ₀  ₉₈. ₉ 
（期末）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₇₀₁  ₂. ₃  ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₉₅. ₄₂  △ ₀. ₄  ₀. ₀  ₉₈. ₆ 

第₁₃期
（期首）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₆₂₁  ― ₁, ₂₇₉. ₈₇ ― ₉₅. ₄₂  ― ₀. ₀  ₉₈. ₆ 

₇ 月末 ₁₀, ₈₃₂  ₂. ₀  ₁, ₂₉₂. ₂₄ ₁. ₀ ₉₅. ₉₂  ₀. ₅  ₀. ₀  ₉₈. ₆ 
（期末）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₁₀, ₅₃₅  △ ₀. ₈  ₁, ₂₅₈. ₁₂ △ ₁. ₇ ₉₄. ₆₂  △ ₀. ₈  ₀. ₀  ₉₈. ₈ 

第₁₄期
（期首）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₁₀, ₄₅₅  ― ₁, ₂₅₈. ₁₂ ― ₉₄. ₆₂  ― ₀. ₀  ₉₈. ₈ 

₈ 月末 ₁₀, ₈₀₉  ₃. ₄  ₁, ₂₈₀. ₇₄ ₁. ₈ ₉₇. ₀₃  ₂. ₅  ₀. ₀  ₉₈. ₇ 
（期末）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₁, ₀₆₀  ₅. ₈  ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₉₈. ₃₉  ₄. ₀  ₀. ₀  ₉₇. ₈ 

第₁₅期
（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₀, ₉₈₀  ― ₁, ₂₉₃. ₂₁ ― ₉₈. ₃₉  ― ₀. ₀  ₉₇. ₈ 

₉ 月末 ₁₀, ₉₆₆  △ ₀. ₁  ₁, ₃₃₇. ₃₀ ₃. ₄ ₉₅. ₁₉  △ ₃. ₃  ₀. ₀  ₉₇. ₂ 
（期末）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₁₀, ₆₅₇  △ ₂. ₉  ₁, ₂₉₀. ₈₉ △ ₀. ₂ ₉₅. ₄₃  △ ₃. ₀  ₀. ₀  ₉₇. ₉ 

第₁₆期
（期首）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₁₀, ₅₇₇  ― ₁, ₂₉₀. ₈₉ ― ₉₅. ₄₃  ― ₀. ₀  ₉₇. ₉ 

₁₀月末 ₁₀, ₄₃₁  △ ₁. ₄  ₁, ₂₇₈. ₉₀ △ ₀. ₉ ₉₆. ₄₇  ₁. ₁  ₀. ₀  ₉₉. ₃ 
（期末）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₁, ₀₉₅  ₄. ₉  ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₉₈. ₈₉  ₃. ₆  ₀. ₀  ₉₈. ₈ 

第₁₇期
（期首）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₁, ₀₁₅  ― ₁, ₃₆₃. ₆₇ ― ₉₈. ₈₉  ― ₀. ₀  ₉₈. ₈ 

₁₁月末 ₁₁, ₃₄₀  ₃. ₀  ₁, ₃₉₁. ₉₀ ₂. ₁ ₁₀₀. ₇₁  ₁. ₈  ₀. ₀  ₉₈. ₇ 
（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日 ₁₁, ₆₂₉  ₅. ₆  ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₁₀₁. ₀₀  ₂. ₁  ₀. ₀  ₉₇. ₆ 

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

13, 000

12, 000

11, 000

10, 000

9, 000

（円）
400

300

200

100

0

（億円）

第17期末
（2014. 12. 8）

第11期末
（2014. 6. 9）

第12期末
（2014. 7. 8）

第13期末
（2014. 8. 8）

第14期末
（2014. 9. 8）

第15期末
（2014. 10. 8）

第16期末
（2014. 11. 10）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な
　パフォーマンスを示すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファン
　ドの購入価額により異なります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₁₂期首：₁₀, ₄₆₂円　第₁₇期末：₁₁, ₅₄₉円（既払分配金₄₈₀円）　騰落率：₁₅. ₄％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

国内株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略による運用の結果、基準価額は値上がりしました。株式ポー
トフォリオが大幅に上昇してプラス要因となりましたが、オプション取引戦略はマイナス要因となりました。為替取引（日
本円売り／豪ドル買い）は、豪ドルが対円で上昇（円安）したことやプレミアム（金利差相当分の収益）がプラス要因とな
りました。

◆投資環境について
○国内株式市況

国内株式市況は、第₁₂期首から₂₀₁₄年 ₇ 月にかけて、地政学リスクやポルトガル大手銀行の信用不安などを受けて上値
の重い展開となりました。 ₈ 月に入り、米国がイラクへの空爆を承認したとの報道などから軟調となったものの、その後
は、地政学リスクが徐々に後退したことや良好な米国経済指標などを受けて反発し、 ₉ 月には円安米ドル高の進行などを
好感して高値をつけました。₁₀月に入ると、ＩＭＦ（国際通貨基金）による経済成長見通しの下方修正などから世界経済
への懸念が広がったほか、エボラ出血熱の感染拡大、国内の政治不安などが嫌気され大幅に下落しました。しかし、良好
な米国の企業決算や経済指標の発表で景気先行き懸念が後退したことや円安などから反発し、₁₀月末には日銀による予想
外の追加金融緩和およびＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）の国内株式への投資比率引上げの発表を受けて急
騰しました。その後も、海外株高や円安、原油価格の下落などを好感して続伸し、₂₀₀₈年以来の高値で第₁₇期末を迎えま
した。

○為替相場
豪ドルは対円で上昇しました。
豪ドルは₉₅円台で始まりましたが、日銀総裁の追加緩和を示唆する発言や円安米ドル高の進行などから、₂₀₁₄年 ₉ 月上

旬には₉₈円台をつけました。その後、オーストラリアの主要輸出品目である鉄鉱石価格の下落などが重しとなって軟調な
推移となりましたが、₁₀月には日銀が予想外の追加緩和策を発表したことで急速に円安が進行し、その後も消費税増税の
延期および衆議院解散などを受けて円安の流れが続き、₁₀₁円台で第₁₇期末を迎えました。

○短期金利市況
オーストラリアの短期金利は、ＲＢＡ（オーストラリア準備銀行）が政策金利を₂. ₅₀％で据え置いたため、おおむね横

ばいとなりました。一方、日本の短期金利は低位でおおむね横ばいとなり、日本とオーストラリアの金利差はおおむね同
水準で推移しました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（豪ドル・クラス）（以下、「ク
ロッキーファンド（豪ドル・クラス）」といいます。）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。また、
クロッキーファンド（豪ドル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

クロッキーファンド（豪ドル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資しました。クロッキーファ
ンド（豪ドル・クラス）への投資割合は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（豪ドル・クラス）
株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略のうち、株式ポートフォリオ（配当除く）のパフォーマンスは

ＴＯＰＩＸ指数（配当除く）を上回り、クロッキーモデルによる銘柄選択効果がプラスに働きました。オプション取引戦
略のパフォーマンスはマイナスとなりました。一般に、株価の上昇は当ファンドのオプション取引戦略にマイナスとなり
ます。

株式とオプション取引の組合わせで寄与度が高かった銘柄は、アステラス製薬（医薬品）、旭化成（化学）、日東電工
（化学）、寄与度が低かった銘柄は、日揮（建設業）、エーザイ（医薬品）、リコー（電気機器）でした。

また、円建ての資産に対して、日本円売り／豪ドル買いの為替取引を行ないました。
○ダイワ・マネーストック・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま
した。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

（％）
7. 0
6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0
-1. 0
-2. 0
-3. 0
-4. 0

第12期
（2014. 6. 9～
　2014. 7. 8）

第13期
（2014. 7. 8～
　2014. 8. 8）

第14期
（2014. 8. 8～
　2014. 9. 8）

第15期
（2014. 9. 8～
　 2014. 10. 8）

第16期
（2014. 10. 8～
　 2014. 11. 10）

第17期
 （2014. 11. 10～
　2014. 12. 8）

基準価額
ＴＯＰＩＸ
豪ドル（対円）

◆分配金について
【収益分配金】

第12期から第17期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ80円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₁₂期 第₁₃期 第₁₄期 第₁₅期 第₁₆期 第₁₇期

₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日
～₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ～₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

当期分配金（税込み） （円） ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀
対基準価額比率（％） ₀. ₇₅ ₀. ₇₆ ₀. ₇₂ ₀. ₇₅ ₀. ₇₂ ₀. ₆₉
当 期 の 収 益 （円） ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀
当期の収益以外（円） ―  ―  ―  ―  ―  ―  

翌期繰越分配対象額 （円） ₇₁₇ ₆₆₄ ₉₈₀ ₉₄₀ ₁, ₀₂₆ ₁, ₅₄₉
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
（注 ₂ ）  円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。
（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₉₈. ₁₀円 ₉₈. ₅₃円 ₁₀₃. ₅₈円 ₁₀₀. ₄₅円 ₁₁₆. ₇₃円 ₉₇. ₇₀円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀ ₂₂₃. ₆₄  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀ ₄₈₉. ₃₆
（ｃ）収 益 調 整 金 ₂₆₃. ₁₆ ₁₉₉. ₃₂ ₂₉₆. ₉₉ ₂₆₄. ₄₄ ₃₂₆. ₄₃ ₃₇₈. ₅₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₄₃₆. ₅₁ ₄₄₆. ₉₈ ₄₃₅. ₈₇ ₆₅₅. ₃₉ ₆₆₂. ₉₂ ₆₆₃. ₄₅
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₇₉₇. ₇₉ ₇₄₄. ₈₄ ₁, ₀₆₀. ₁₀ ₁, ₀₂₀. ₂₉ ₁, ₁₀₆. ₀₉ ₁, ₆₂₉. ₀₃
（ｆ）分 配 金 ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₇₁₇. ₇₉ ₆₆₄. ₈₄ ₉₈₀. ₁₀ ₉₄₀. ₂₉ ₁, ₀₂₆. ₀₉ ₁, ₅₄₉. ₀₃
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、クロッキーファンド（豪ドル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。また、ク

ロッキーファンド（豪ドル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。
○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（豪ドル・クラス）

₁ ．主として、担保付スワップ取引を通じて、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせたカバードコール
戦略を構築します。
・投資対象銘柄は「ＴＯＰＩＸ100」構成銘柄から金融セクターに属する銘柄を除いた銘柄とします。
・ドイツ銀行グループが独自に開発した株式分析手法「クロッキーモデル」を用い、会計データを重点分析し、割安と判

断される30銘柄を選定します。
・選定時における各銘柄の構成比率はおおむね均等とします。また、銘柄の見直しは約 ₁ カ月ごとに行ないます。
・個別銘柄ごとに、コール・オプションを売却することでカバードコール戦略を構築します。

₂ ．為替取引を活用します。
日本円売り／豪ドル買いの為替取引を行ないます。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってま

いります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₁₂期～第₁₇期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₆. ₁₀～₂₀₁₄. ₁₂. ₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₇₈円 ₀. ₇₂₈％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₇₆₀円です。

（投信会社）  （₂₈）  （₀. ₂₅₈） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₉）  （₀. ₄₅₇） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₇₉   ₀. ₇₃₂  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
第　　　₁₂       期　　　～　　　第　　　₁₇       期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
CROCI JAPAN STRATEGY FUND 
AUD CLASS（ケイマン諸島）  ₃, ₄₇₈. ₁₉₉ ₃₇₀, ₀₀₀ ₁₀₆  CROCI JAPAN STRATEGY FUND 

AUD CLASS（ケイマン諸島）  ₁₁, ₁₅₄. ₆₄₄ ₁, ₁₇₀, ₀₀₀ ₁₀₄ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）

決　算　期
第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₆, ₄₀₇. ₀₄₃ ₆₇₃, ₂₇₆ ₁₁, ₁₅₄. ₆₄₄ ₁, ₁₇₀, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける当作成期間中の利害関係人との取

引状況

　当作成期間（第12期～第17期）中における利害関係
人との取引はありません。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

（3） 当作成期間中における売買委託手数料総額に対する利
害関係人への支払比率

　当作成期間（第12期～第17期）中における売買委託
手数料の利害関係人への支払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第₁₁条第 ₁ 項に規定される
利害関係人であり、当作成期間における当ファンドに係る利害関係人とは、大和
証券です。

（2） ダイワ・マネーストック・マザーファンドにおける当
作成期間中の利害関係人との取引状況

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
決 算 期 第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 ₁, ₃₀₉ ₄₆₉ ₃₅. ₉ ― ― ― 

コール・ローン ₃₇, ₇₁₁ ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合₀. ₀％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン

ドのマザーファンド所有口数の割合。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

項 目 第 　₁₇　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₄, ₉₁₃, ₀₉₅ ₉₆. ₂ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₁₀₀ ₀. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₉₄, ₄₀₄ ₃. ₈ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₅, ₁₀₇, ₅₉₉ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第　₁₇　期　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
CROCI JAPAN STRATEGY FUND AUD CLASS ₄₃, ₇₆₂. ₉₈₇ ₄, ₉₁₃, ₀₉₅ ₉₇. ₆ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

（2）親投資信託残高

種 類 第₁₁期末 第　₁₇   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ・ マ ネ ー ス ト ッ ク・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₉₉ ₉₉ ₁₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₁₂ 期 末 第 ₁₃ 期 末 第 ₁₄ 期 末 第 ₁₅ 期 末 第 ₁₆ 期 末 第 ₁₇ 期 末
（Ａ）資 産 5， 146， 521， 548円 4， 835， 848， 007円 5， 195， 497， 933円 4， 909， 252， 444円 5， 127， 513， 510円 5， 147， 599， 975円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₁₀₃, ₉₈₅, ₄₁₈  ₁₀₅, ₉₆₈, ₇₉₈  ₁₈₅, ₂₄₀, ₀₃₃  ₂₅₃, ₈₅₀, ₀₄₅  ₁₅₇, ₉₄₉, ₇₀₇  ₁₉₄, ₄₀₄, ₃₅₃  
投資信託受益証券（評価額） ₄, ₉₀₂, ₄₃₆, ₀₆₁  ₄, ₆₈₉, ₇₇₉, ₁₄₀  ₄, ₉₅₀, ₁₅₇, ₈₃₁  ₄, ₆₅₅, ₃₀₂, ₃₃₀  ₄, ₇₈₉, ₄₆₃, ₇₂₅  ₄, ₉₁₃, ₀₉₅, ₅₄₃  
ダイワ・マネーストック・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₁₀₀, ₀₆₉  ₁₀₀, ₀₆₉  ₁₀₀, ₀₆₉  ₁₀₀, ₀₆₉  ₁₀₀, ₀₇₉  ₁₀₀, ₀₇₉  
未 収 入 金 ₁₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₆₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ₁₇₉, ₉₉₉, ₉₉₉  ₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  

（Ｂ）負 債 175， 607， 216  90， 521， 430  133， 894， 252  152， 733， 218  278， 942， 447  112， 189， 346  
未 払 金 ₇₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₆₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ₁₂₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀  
未 払 収 益 分 配 金 ₃₇, ₄₄₁, ₂₀₅  ₃₆, ₃₀₉, ₇₈₂  ₃₆, ₈₇₈, ₃₆₆  ₃₅, ₉₇₆, ₁₂₁  ₃₅, ₂₁₃, ₆₀₄  ₃₄, ₈₈₀, ₂₁₃  
未 払 解 約 金 ₆₂, ₂₅₉, ₇₇₈  ₈, ₀₀₇, ₆₆₉  ₃₀, ₈₈₆, ₂₄₀  ₁₁₀, ₅₈₅, ₅₅₄  ₁₁₇, ₄₆₅, ₅₂₃  ₃₁, ₅₀₄, ₀₉₉  
未 払 信 託 報 酬 ₅, ₈₇₃, ₇₃₃  ₆, ₁₃₇, ₅₂₂  ₆, ₀₂₉, ₈₂₄  ₆, ₀₃₈, ₃₁₅  ₆, ₀₉₆, ₃₆₄  ₅, ₆₀₇, ₀₅₈  
そ の 他 未 払 費 用 ₃₂, ₅₀₀  ₆₆, ₄₅₇  ₉₉, ₈₂₂  ₁₃₃, ₂₂₈  ₁₆₆, ₉₅₆  ₁₉₇, ₉₇₆  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 4， 970， 914， 332  4， 745， 326， 577  5， 061， 603， 681  4， 756， 519， 226  4， 848， 571， 063  5， 035， 410， 629  
元 本 ₄, ₆₈₀, ₁₅₀, ₇₂₀  ₄, ₅₃₈, ₇₂₂, ₇₇₃  ₄, ₆₀₉, ₇₉₅, ₈₃₀  ₄, ₄₉₇, ₀₁₅, ₁₈₂  ₄, ₄₀₁, ₇₀₀, ₅₅₇  ₄, ₃₆₀, ₀₂₆, ₇₁₆  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂₉₀, ₇₆₃, ₆₁₂  ₂₀₆, ₆₀₃, ₈₀₄  ₄₅₁, ₈₀₇, ₈₅₁  ₂₅₉, ₅₀₄, ₀₄₄  ₄₄₆, ₈₇₀, ₅₀₆  ₆₇₅, ₃₈₃, ₉₁₃  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 4， 680， 150， 720口 4， 538， 722， 773口 4， 609， 795， 830口 4， 497， 015， 182口 4， 401， 700， 557口 4， 360， 026， 716口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， 621円 10， 455円 10， 980円 10， 577円 11， 015円 11， 549円

＊第₁₁期末における元本額は₄, ₈₀₅, ₂₁₁, ₂₀₆円、当作成期間（第₁₂期～第₁₇期）中における追加設定元本額は₉₃₃, ₉₃₃, ₅₆₄円、同解約元本額は₁, ₃₇₉, ₁₁₈, ₀₅₄円です。
＊第₁₇期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₅₄₉円です。

（₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₁月₁₀日）、（₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日）現在
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

■損益の状況
第₁₂期  自 ₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日  至 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日　　第₁₄期  自 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日　　第₁₆期  自 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₁月₁₀日
第₁₃期  自 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日　　第₁₅期  自 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日　　第₁₇期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日  至 ₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 48， 347， 932円 50， 891， 875円 48， 818， 804円 51， 245， 088円 52， 763， 814円 43， 523， 788円

受 取 配 当 金 ₄₈, ₃₄₅, ₅₇₈  ₅₀, ₈₈₈, ₃₀₉  ₄₈, ₈₁₄, ₁₆₇  ₅₁, ₂₄₁, ₇₃₈  ₅₂, ₇₆₁, ₀₈₂  ₄₃, ₅₁₉, ₈₅₉
受 取 利 息 ₂, ₃₅₄  ₃, ₅₆₆  ₄, ₆₃₇  ₃, ₃₅₀  ₂, ₇₃₂  ₃, ₉₂₉

（Ｂ）有価証券売買損益 69， 088， 604  △ 83， 705， 190  228， 654， 211  △ 188， 856， 338  181， 282， 427  222， 573， 701
売 買 益 ₇₀, ₅₄₂, ₀₂₀  ₁, ₁₀₅, ₀₈₁  ₂₃₂, ₁₅₁, ₅₁₁  ₈, ₅₀₂, ₆₅₉  ₁₈₄, ₂₃₇, ₉₆₈  ₂₂₈, ₇₈₂, ₈₄₀
売 買 損 △ ₁, ₄₅₃, ₄₁₆  △ ₈₄, ₈₁₀, ₂₇₁  △ ₃, ₄₉₇, ₃₀₀  △ ₁₉₇, ₃₅₈, ₉₉₇  △ ₂, ₉₅₅, ₅₄₁  △ ₆, ₂₀₉, ₁₃₉

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 5， 906， 233  △ 6， 171， 479  △ 6， 063， 189  △ 6， 071， 721  △ 6， 130， 092  △ 5， 638， 078
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 111， 530， 303  △ 38， 984， 794  271， 409， 826  △ 143， 682， 971  227， 916， 149  260， 459， 411
（Ｅ）前期繰越損益金 93， 508， 894  159， 803， 539  80， 367， 168  294， 734， 131  110， 482， 515  284， 773， 025
（Ｆ）追加信託差損益金 123， 165， 620  122， 094， 841  136， 909， 223  144， 429， 005  143， 685， 446  165， 031， 690

（配 当 等 相 当 額）（ ₈₉, ₅₇₆, ₉₂₂） （ ₉₀, ₄₆₈, ₂₄₄） （ ₁₀₇, ₆₆₇, ₄₂₉） （ ₁₁₈, ₉₂₂, ₇₆₈） （ ₁₂₂, ₇₅₁, ₈₆₂） （ ₁₃₈, ₂₅₆, ₉₃₅）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₃₃, ₅₈₈, ₆₉₈） （ ₃₁, ₆₂₆, ₅₉₇） （ ₂₉, ₂₄₁, ₇₉₄） （ ₂₅, ₅₀₆, ₂₃₇） （ ₂₀, ₉₃₃, ₅₈₄） （ ₂₆, ₇₇₄, ₇₅₅）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 328， 204， 817  242， 913， 586  488， 686， 217  295， 480， 165  482， 084， 110  710， 264， 126
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 37， 441， 205  △ 36， 309， 782  △ 36， 878， 366  △ 35， 976， 121  △ 35， 213， 604  △ 34， 880， 213

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 290， 763， 612  206， 603， 804  451， 807， 851  259， 504， 044  446， 870， 506  675， 383， 913
追 加 信 託 差 損 益 金 ₁₂₃, ₁₆₅, ₆₂₀  ₁₂₂, ₀₉₄, ₈₄₁  ₁₃₆, ₉₀₉, ₂₂₃  ₁₄₄, ₄₂₉, ₀₀₅  ₁₄₃, ₆₈₅, ₄₄₆  ₁₆₅, ₀₃₁, ₆₉₀

（配 当 等 相 当 額）（ ₈₉, ₅₇₆, ₉₂₂） （ ₉₀, ₄₆₈, ₂₄₄） （ ₁₀₇, ₆₆₇, ₄₂₉） （ ₁₁₈, ₉₂₂, ₇₆₈） （ ₁₂₂, ₇₅₁, ₈₆₂） （ ₁₃₈, ₂₅₆, ₉₃₅）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₃₃, ₅₈₈, ₆₉₈） （ ₃₁, ₆₂₆, ₅₉₇） （ ₂₉, ₂₄₁, ₇₉₄） （ ₂₅, ₅₀₆, ₂₃₇） （ ₂₀, ₉₃₃, ₅₈₄） （ ₂₆, ₇₇₄, ₇₅₅）
分 配 準 備 積 立 金 ₂₁₂, ₇₇₁, ₀₀₅  ₂₁₁, ₂₈₆, ₃₁₄  ₃₁₄, ₈₉₈, ₆₂₈  ₃₀₃, ₉₃₁, ₃₇₇  ₃₀₇, ₉₇₀, ₂₈₂  ₅₁₀, ₃₅₂, ₂₂₃
繰 越 損 益 金 △ ₄₅, ₁₇₃, ₀₁₃  △ ₁₂₆, ₇₇₇, ₃₅₁  ―  △ ₁₈₈, ₈₅₆, ₃₃₈  △ ₄, ₇₈₅, ₂₂₂  ―

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₄₅, ₉₁₆, ₃₃₆円 ₄₄, ₇₂₀, ₃₉₆円 ₄₇, ₇₅₂, ₂₈₉円 ₄₅, ₁₇₃, ₃₆₇円 ₅₁, ₃₈₂, ₀₉₁円 ₄₂, ₆₀₁, ₃₉₈円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀ ₁₀₃, ₀₉₃, ₅₆₀  ₀  ₀ ₂₁₃, ₃₆₃, ₃₉₃
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₂₃, ₁₆₅, ₆₂₀ ₉₀, ₄₆₈, ₂₄₄ ₁₃₆, ₉₀₉, ₂₂₃ ₁₁₈, ₉₂₂, ₇₆₈ ₁₄₃, ₆₈₅, ₄₄₆ ₁₆₅, ₀₃₁, ₆₉₀
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₂₀₄, ₂₉₅, ₈₇₄ ₂₀₂, ₈₇₅, ₇₀₀ ₂₀₀, ₉₃₁, ₁₄₅ ₂₉₄, ₇₃₄, ₁₃₁ ₂₉₁, ₈₀₁, ₇₉₅ ₂₈₉, ₂₆₇, ₆₄₅
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₃₇₃, ₃₇₇, ₈₃₀ ₃₃₈, ₀₆₄, ₃₄₀ ₄₈₈, ₆₈₆, ₂₁₇ ₄₅₈, ₈₃₀, ₂₆₆ ₄₈₆, ₈₆₉, ₃₃₂ ₇₁₀, ₂₆₄, ₁₂₆
（ｆ）分 配 金 ₃₇, ₄₄₁, ₂₀₅ ₃₆, ₃₀₉, ₇₈₂ ₃₆, ₈₇₈, ₃₆₆ ₃₅, ₉₇₆, ₁₂₁ ₃₅, ₂₁₃, ₆₀₄ ₃₄, ₈₈₀, ₂₁₃
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₃₃₅, ₉₃₆, ₆₂₅ ₃₀₁, ₇₅₄, ₅₅₈ ₄₅₁, ₈₀₇, ₈₅₁ ₄₂₂, ₈₅₄, ₁₄₅ ₄₅₁, ₆₅₅, ₇₂₈ ₆₇₅, ₃₈₃, ₉₁₃
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₄, ₆₈₀, ₁₅₀, ₇₂₀口 ₄, ₅₃₈, ₇₂₂, ₇₇₃口 ₄, ₆₀₉, ₇₉₅, ₈₃₀口 ₄, ₄₉₇, ₀₁₅, ₁₈₂口 ₄, ₄₀₁, ₇₀₀, ₅₅₇口 ₄, ₃₆₀, ₀₂₆, ₇₁₆口
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－豪ドル・コース（毎月分配型）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を

控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税0. 315％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期
80円 80円 80円 80円 80円 80円

（単　　価） ︵10， 621円 ︶ ︵10， 455円 ︶ ︵10， 980円 ︶ ︵10， 577円 ︶ ︵11， 015円 ︶ ︵11， 549円 ︶
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日まで
は₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得
税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）

★ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ ブ ラ ジ ル ・ レ ア ル

為 替 レ ー ト 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率 （参考指数） 期　中
騰落率

円 円 ％ ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
₁ 期末（2013年 ₈ 月 ₈ 日） ₉, ₉₁₇ ₁₀₀ ₀. ₂ ₁, ₁₅₅. ₂₆ ₆. ₃ ₄₁. ₈₀ △  ₄. ₅ ₀. ₀ ₉₈. ₃ ₁₄, ₄₁₀ 
₂ 期末（2013年 ₉ 月 ₉ 日） ₉, ₉₉₄ ₁₀₀ ₁. ₈ ₁, ₁₄₇. ₈₂ △  ₀. ₆ ₄₃. ₂₀ ₃. ₃ ₀. ₀ ₉₈. ₄ ₁₅, ₀₉₃ 
₃ 期末（2013年₁₀月 ₈ 日） ₁₀, ₀₂₄ ₁₀₀ ₁. ₃ ₁, ₁₄₇. ₅₈ △ ₀. ₀ ₄₃. ₉₀ ₁. ₆ ₀. ₀ ₉₈. ₅ ₁₅, ₃₂₆ 
₄ 期末（2013年₁₁月 ₈ 日） ₁₀, ₁₂₀ ₁₀₀ ₂. ₀ ₁, ₁₈₄. ₇₃ ₃. ₂ ₄₂. ₆₀ △  ₃. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₀ ₁₆, ₅₁₈ 
₅ 期末（2013年12月 ₉ 日） ₁₀, ₅₄₂ ₁₀₀ ₅. ₂ ₁, ₂₃₅. ₈₃ ₄. ₃ ₄₄. ₂₁ ₃. ₈ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₁₇, ₅₇₁ 
₆ 期末（2014年 ₁ 月 ₈ 日） ₁₀, ₇₄₅ ₁₀₀ ₂. ₉ ₁, ₂₈₃. ₂₅ ₃. ₈ ₄₄. ₁₇ △  ₀. ₁ ₀. ₀ ₉₈. ₆ ₁₈, ₀₈₈ 
₇ 期末（2014年 ₂ 月₁₀日） ₉, ₇₈₇ ₁₀₀ △ ₈. ₀ ₁, ₁₈₉. ₁₄ △  ₇. ₃ ₄₃. ₀₈ △  ₂. ₅ ₀. ₀ ₉₇. ₈ ₁₆, ₉₉₄ 
₈ 期末（2014年 ₃ 月₁₀日） ₁₀, ₄₇₃ ₁₀₀ ₈. ₀ ₁, ₂₃₆. ₉₇ ₄. ₀ ₄₄. ₁₀ ₂. ₄ ₀. ₀ ₉₈. ₈ ₁₈, ₃₈₂ 
₉ 期末（2014年 ₄ 月 ₈ 日） ₁₀, ₆₄₀ ₁₀₀ ₂. ₅ ₁, ₁₉₆. ₈₄ △  ₃. ₂ ₄₆. ₄₀ ₅. ₂ ₀. ₀ ₉₈. ₆ ₁₈, ₈₆₃ 
₁₀期末（2014年 ₅ 月 ₈ 日） ₁₀, ₂₀₀ ₁₀₀ △ ₃. ₂ ₁, ₁₅₂. ₀₁ △  ₃. ₇ ₄₅. ₉₈ △  ₀. ₉ ₀. ₀ ₉₇. ₀ ₁₈, ₇₃₇ 
₁₁期末（2014年 ₆ 月 ₉ 日） ₁₀, ₆₇₁ ₁₅₀ ₆. ₁ ₁, ₂₃₄. ₅₇ ₇. ₂ ₄₅. ₆₇ △  ₀. ₇ ₀. ₀ ₉₈. ₈ ₂₀, ₁₂₇ 
₁₂期末（2014年 ₇ 月 ₈ 日） ₁₀, ₈₈₆ ₁₅₀ ₃. ₄ ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₄₅. ₇₂ ₀. ₁ ₀. ₀ ₉₈. ₀ ₂₁, ₈₀₄ 
₁₃期末（2014年 ₈ 月 ₈ 日） ₁₀, ₅₆₄ ₁₅₀ △ ₁. ₆ ₁, ₂₅₈. ₁₂ △  ₁. ₇ ₄₄. ₄₆ △  ₂. ₈ ₀. ₀ ₉₇. ₆ ₂₂, ₁₆₈ 
₁₄期末（2014年 ₉ 月 ₈ 日） ₁₁, ₁₂₁ ₁₅₀ ₆. ₇ ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₄₆. ₈₄ ₅. ₄ ₀. ₀ ₉₈. ₂ ₂₅, ₀₇₂ 
₁₅期末（2014年₁₀月 ₈ 日） ₁₀, ₆₆₆ ₁₅₀ △ ₂. ₇ ₁, ₂₉₀. ₈₉ △  ₀. ₂ ₄₅. ₁₆ △  ₃. ₆ ₀. ₀ ₉₈. ₂ ₂₆, ₂₂₄ 
₁₆期末（2014年₁₁月₁₀日） ₁₀, ₆₈₄ ₁₅₀ ₁. ₆ ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₄₄. ₇₀ △  ₁. ₀ ₀. ₀ ₉₇. ₅ ₂₇, ₃₂₆ 
₁₇期末（2014年₁₂月 ₈ 日） ₁₁, ₃₅₆ ₁₅₀ ₇. ₇ ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₄₆. ₉₇ ₅. ₁ ₀. ₀ ₉₈. ₆ ₂₉, ₃₈₈ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＴＯＰＩＸは、基準価額への反映を考慮して、 ₁ 営業日前の日付の終値を採用しています。
（注 ₃ ） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートを採用して

います。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）

■当作成期間（第12期～第17期）中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ ブラジル・レアル

為 替 レ ー ト 公社債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率騰落率 （参考指数） 騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ 円 ％ ％ ％

第₁₂期
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月 ₉ 日 ₁₀, ₆₇₁ ― ₁, ₂₃₄. ₅₇ ― ₄₅. ₆₇ ― ₀. ₀ ₉₈. ₈

₆ 月末 ₁₀, ₉₄₅ ₂. ₆ ₁, ₂₅₃. ₁₅ ₁. ₅ ₄₆. ₂₁ ₁. ₂ ₀. ₀ ₉₇. ₉
（期末）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₁, ₀₃₆ ₃. ₄ ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₄₅. ₇₂ ₀. ₁ ₀. ₀ ₉₈. ₀

第₁₃期
（期首）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₈₈₆ ― ₁, ₂₇₉. ₈₇ ― ₄₅. ₇₂ ― ₀. ₀ ₉₈. ₀

₇ 月末 ₁₁, ₀₈₃ ₁. ₈ ₁, ₂₉₂. ₂₄ ₁. ₀ ₄₅. ₇₇ ₀. ₁ ₀. ₀ ₉₈. ₃
（期末）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₁₀, ₇₁₄ △ ₁. ₆ ₁, ₂₅₈. ₁₂ △ ₁. ₇ ₄₄. ₄₆ △ ₂. ₈ ₀. ₀ ₉₇. ₆

第₁₄期
（期首）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₁₀, ₅₆₄ ― ₁, ₂₅₈. ₁₂ ― ₄₄. ₄₆ ― ₀. ₀ ₉₇. ₆

₈ 月末 ₁₀, ₉₉₇ ₄. ₁ ₁, ₂₈₀. ₇₄ ₁. ₈ ₄₆. ₃₀ ₄. ₁ ₀. ₀ ₉₇. ₉
（期末）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₁, ₂₇₁ ₆. ₇ ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₄₆. ₈₄ ₅. ₄ ₀. ₀ ₉₈. ₂

第₁₅期
（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₁, ₁₂₁ ― ₁, ₂₉₃. ₂₁ ― ₄₆. ₈₄ ― ₀. ₀ ₉₈. ₂

₉ 月末 ₁₁, ₀₀₁ △ ₁. ₁ ₁, ₃₃₇. ₃₀ ₃. ₄ ₄₄. ₇₃ △ ₄. ₅ ₀. ₀ ₉₇. ₂
（期末）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₁₀, ₈₁₆ △ ₂. ₇ ₁, ₂₉₀. ₈₉ △ ₀. ₂ ₄₅. ₁₆ △ ₃. ₆ ₀. ₀ ₉₈. ₂

第₁₆期
（期首）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₁₀, ₆₆₆ ― ₁, ₂₉₀. ₈₉ ― ₄₅. ₁₆ ― ₀. ₀ ₉₈. ₂

₁₀月末 ₁₀, ₅₃₁ △ ₁. ₃ ₁, ₂₇₈. ₉₀ △ ₀. ₉ ₄₅. ₄₈ ₀. ₇ ₀. ₀ ₉₈. ₅
（期末）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₀, ₈₃₄ ₁. ₆ ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₄₄. ₇₀ △ ₁. ₀ ₀. ₀ ₉₇. ₅

第₁₇期
（期首）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₀, ₆₈₄ ― ₁, ₃₆₃. ₆₇ ― ₄₄. ₇₀ ― ₀. ₀ ₉₇. ₅

₁₁月末 ₁₁, ₃₄₂ ₆. ₂ ₁, ₃₉₁. ₉₀ ₂. ₁ ₄₆. ₆₉ ₄. ₅ ₀. ₀ ₉₈. ₃
（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日 ₁₁, ₅₀₆ ₇. ₇ ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₄₆. ₉₇ ₅. ₁ ₀. ₀ ₉₈. ₆

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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第17期末
（2014. 12. 8）

第11期末
（2014. 6. 9）

第12期末
（2014. 7. 8）

第13期末
（2014. 8. 8）

第14期末
（2014. 9. 8）

第15期末
（2014. 10. 8）

第16期末
（2014. 11. 10）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な
　パフォーマンスを示すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファン
　ドの購入価額により異なります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₁₂期首：₁₀, ₆₇₁円　第₁₇期末：₁₁, ₃₅₆円（既払分配金₉₀₀円）　騰落率：₁₅. ₅％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

国内株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略による運用の結果、基準価額は値上がりしました。株式ポー
トフォリオが大幅に上昇してプラス要因となりましたが、オプション取引戦略はマイナス要因となりました。為替取引（日
本円売り／ブラジル・レアル買い）は、ブラジル・レアルが対円で上昇（円安）したことやプレミアム（金利差相当分の収
益）がプラス要因となりました。

◆投資環境について
○国内株式市況

国内株式市況は、第₁₂期首から₂₀₁₄年 ₇ 月にかけて、地政学リスクやポルトガル大手銀行の信用不安などを受けて上値
の重い展開となりました。 ₈ 月に入り、米国がイラクへの空爆を承認したとの報道などから軟調となったものの、その後
は、地政学リスクが徐々に後退したことや良好な米国経済指標などを受けて反発し、 ₉ 月には円安米ドル高の進行などを
好感して高値をつけました。₁₀月に入ると、ＩＭＦ（国際通貨基金）による経済成長見通しの下方修正などから世界経済
への懸念が広がったほか、エボラ出血熱の感染拡大、国内の政治不安などが嫌気され大幅に下落しました。しかし、良好
な米国の企業決算や経済指標の発表で景気先行き懸念が後退したことや円安などから反発し、₁₀月末には日銀による予想
外の追加金融緩和およびＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）の国内株式への投資比率引上げの発表を受けて急
騰しました。その後も、海外株高や円安、原油価格の下落などを好感して続伸し、₂₀₀₈年以来の高値で第₁₇期末を迎えま
した。

○為替相場
ブラジル・レアルは対円で上昇しました。
ブラジル・レアルは₄₅円台で始まりましたが、日銀総裁が追加緩和を示唆する発言や円安米ドル高の進行などから、

₂₀₁₄年 ₉ 月上旬には₄₆円台後半をつけました。その後、原油や鉄鉱石など商品価格の下落などが重しとなって軟調な推移
となり、一時₄₂円台をつけましたが、₁₀月には、日銀が予想外の追加緩和策を発表したことで急速に円安が進行し、その
後も消費税増税の延期および衆議院解散などを受けて円安の流れが続き、₄₆円台で第₁₇期末を迎えました。

○短期金利市況
ブラジルの短期金利は、ブラジル中央銀行が₂₀₁₄年₁₀月、₁₂月に政策金利を計₀. ₇₅％ポイント引上げたことを受けて、

上昇しました。一方、日本の短期金利は低位でおおむね横ばいとなり、日本とブラジル間の金利差は拡大しました。
◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（ブラジル・レアル・クラス）
（以下、「クロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）」といいます。）とダイワ・マネーストック・マザーファ
ンドに投資します。また、クロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本
とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

クロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資しました。ク
ロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）への投資割合は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざ
しました。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）

○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（ブラジル・レアル・クラス）
株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略のうち、株式ポートフォリオ（配当除く）のパフォーマンスは

ＴＯＰＩＸ指数（配当除く）を上回り、クロッキーモデルによる銘柄選択効果がプラスに働きました。オプション取引戦
略のパフォーマンスはマイナスとなりました。一般に、株価の上昇は当ファンドのオプション取引戦略にマイナスとなり
ます。

株式とオプション取引の組合わせで寄与度が高かった銘柄は、アステラス製薬（医薬品）、旭化成（化学）、日東電工
（化学）、寄与度が低かった銘柄は、日揮（建設業）、エーザイ（医薬品）、リコー（電気機器）でした。

また、円建ての資産に対して、日本円売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行ないました。
○ダイワ・マネーストック・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま
した。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

（％）
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

-2. 0
-4. 0
-6. 0

第12期
（2014. 6. 9～
　2014. 7. 8）

第13期
（2014. 7. 8～
　2014. 8. 8）

第14期
（2014. 8. 8～
　2014. 9. 8）

第15期
（2014. 9. 8～

　 2014. 10. 8）

第16期
（2014. 10. 8～
　 2014. 11. 10）

第17期
 （2014. 11. 10～
　2014. 12. 8）

基準価額
ＴＯＰＩＸ
ブラジル・レアル（対円）

◆分配金について
【収益分配金】

第12期から第17期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ150円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₁₂期 第₁₃期 第₁₄期 第₁₅期 第₁₆期 第₁₇期

₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日
～₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ～₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

当期分配金（税込み） （円） ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀
対基準価額比率（％） ₁. ₃₆ ₁. ₄₀ ₁. ₃₃ ₁. ₃₉ ₁. ₃₈ ₁. ₃
当 期 の 収 益 （円） ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀ ₁₅₀
当期の収益以外（円） ―  ―  ―  ―  ―  ―  

翌期繰越分配対象額 （円） ₉₄₁ ₉₆₈ ₁, ₁₇₉ ₁, ₂₀₉ ₁, ₂₃₅ ₁, ₄₈₃
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。     
（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。    
（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₆₄. ₉₃円 ₁₆₉. ₈₄円 ₁₆₉. ₇₂円 ₁₇₄. ₅₃円 ₁₆₈. ₂₉円 ₁₅₆. ₉₂円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀ ₁₈₂. ₉₁  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀ ₂₃₇. ₆₃
（ｃ）収 益 調 整 金 ₃₃₁. ₃₀ ₃₈₄. ₆₄ ₄₄₁. ₁₀ ₅₂₉. ₂₈ ₅₇₅. ₃₂ ₆₁₇. ₂₄
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₅₉₅. ₂₉ ₅₆₄. ₃₁ ₅₃₅. ₉₇ ₆₅₆. ₁₀ ₆₄₁. ₉₅ ₆₂₁. ₉₇
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁, ₀₉₁. ₅₃ ₁, ₁₁₈. ₈₁ ₁, ₃₂₉. ₇₀ ₁, ₃₅₉. ₉₂ ₁, ₃₈₅. ₅₇ ₁, ₆₃₃. ₇₈
（ｆ）分 配 金 ₁₅₀. ₀₀ ₁₅₀. ₀₀ ₁₅₀. ₀₀ ₁₅₀. ₀₀ ₁₅₀. ₀₀ ₁₅₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₉₄₁. ₅₃ ₉₆₈. ₈₁ ₁, ₁₇₉. ₇₀ ₁, ₂₀₉. ₉₂ ₁, ₂₃₅. ₅₇ ₁, ₄₈₃. ₇₈
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、クロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。

また、クロッキーファンド（ブラジル・レアル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。
○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（ブラジル・レアル・クラス）

₁ ．主として、担保付スワップ取引を通じて、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせたカバードコール
戦略を構築します。
・投資対象銘柄は「ＴＯＰＩＸ₁₀₀」構成銘柄から金融セクターに属する銘柄を除いた銘柄とします。
・ドイツ銀行グループが独自に開発した株式分析手法「クロッキーモデル」を用い、会計データを重点分析し、割安と判

断される₃₀銘柄を選定します。
・選定時における各銘柄の構成比率はおおむね均等とします。また、銘柄の見直しは約 ₁ カ月ごとに行ないます。
・個別銘柄ごとに、コール・オプションを売却することでカバードコール戦略を構築します。

₂ ．為替取引を活用します。
日本円売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行ないます。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってま

いります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）

■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける当作成期間中の利害関係人との取

引状況

　当作成期間（第12期～第17期）中における利害関係
人との取引はありません。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₁₂期～第₁₇期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₆. ₁₀～₂₀₁₄. ₁₂. ₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₇₉円 ₀. ₇₂₈％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₈₂₀円です。

（投信会社）  （₂₈）  （₀. ₂₅₈） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₉）  （₀. ₄₅₇） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₇₉   ₀. ₇₃₂  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
第　　　₁₂       期　　　～　　　第　　　₁₇       期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
CROCI JAPAN STRATEGY FUND 
BRL CLASS（ケイマン諸島）  ₇₀, ₀₁₁. ₆₇₁ ₇, ₀₈₀, ₀₀₀ ₁₀₁  CROCI JAPAN STRATEGY FUND 

BRL CLASS（ケイマン諸島）  ₁₈, ₈₅₈. ₉₆₃ ₁, ₉₀₀, ₀₀₀ ₁₀₀ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）

決　算　期
第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₉₅, ₀₈₅. ₂₉₈ ₉, ₅₇₅, ₆₂₅ ₁₈, ₈₅₈. ₉₆₃ ₁, ₉₀₀, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

項 目 第 　₁₇　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₂₈, ₉₆₂, ₉₂₄ ₉₆. ₃ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₄₀₀ ₀. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁, ₁₀₅, ₉₇₀ ₃. ₇ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₃₀, ₀₆₉, ₂₉₅ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

（3） 当作成期間中における売買委託手数料総額に対する利
害関係人への支払比率

　当作成期間（第12期～第17期）中における売買委託
手数料の利害関係人への支払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第₁₁条第 ₁ 項に規定される
利害関係人であり、当作成期間における当ファンドに係る利害関係人とは、大和
証券です。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第　₁₇　期　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
CROCI JAPAN STRATEGY FUND BRL CLASS ₂₇₃, ₂₁₄. ₅₁₉ ₂₈, ₉₆₂, ₉₂₄ ₉₈. ₆ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

（2） ダイワ・マネーストック・マザーファンドにおける当
作成期間中の利害関係人との取引状況

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
決 算 期 第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 ₁, ₃₀₉ ₄₆₉ ₃₅. ₉ ― ― ― 

コール・ローン ₃₇, ₇₁₁ ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合₀. ₀％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン

ドのマザーファンド所有口数の割合。 （2）親投資信託残高

種 類 第₁₁期末 第　₁₇   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ・ マ ネ ー ス ト ッ ク・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₃₉₈  ₃₉₈  ₄₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₁₂ 期 末 第 ₁₃ 期 末 第 ₁₄ 期 末 第 ₁₅ 期 末 第 ₁₆ 期 末 第 ₁₇ 期 末
（Ａ）資 産 22， 291， 383， 213円 22， 925， 472， 624円 25， 690， 396， 875円 26， 709， 134， 699円 28， 063， 792， 877円 30， 069， 295， 309円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₉₂₀, ₈₆₇, ₃₃₀  ₁, ₀₆₀, ₁₁₁, ₈₆₀  ₉₃₄, ₁₀₃, ₄₃₉  ₉₆₀, ₁₆₁, ₄₉₄  ₁, ₄₁₆, ₀₅₁, ₇₄₅  ₁, ₁₀₅, ₉₇₀, ₁₈₀  
投資信託受益証券（評価額） ₂₁, ₃₇₀, ₁₁₅, ₆₀₄  ₂₁, ₆₃₄, ₉₆₀, ₄₈₅  ₂₄, ₆₂₅, ₈₉₃, ₁₅₇  ₂₅, ₇₄₈, ₅₇₂, ₉₂₆  ₂₆, ₆₄₇, ₃₄₀, ₈₁₃  ₂₈, ₉₆₂, ₉₂₄, ₈₁₀  
ダイワ・マネーストック・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₃₁₉  ₄₀₀, ₃₁₉  
未 収 入 金 ―  ₂₃₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₃₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ―  ―  

（Ｂ）負 債 486， 852， 649  756， 864， 095  617， 787， 793  485， 070， 689  737， 628， 688  680， 370， 727  
未 払 金 ―  ₂₃₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₃₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ―  ―  
未 払 収 益 分 配 金 ₃₀₀, ₄₅₀, ₁₄₉  ₃₁₄, ₇₈₂, ₁₃₄  ₃₃₈, ₁₈₁, ₈₁₃  ₃₆₈, ₈₁₅, ₃₀₈  ₃₈₃, ₆₃₅, ₅₈₂  ₃₈₈, ₁₉₂, ₈₁₄  
未 払 解 約 金 ₁₆₁, ₆₉₁, ₄₉₆  ₁₈₃, ₈₄₁, ₁₄₂  ₁₁₉, ₇₀₁, ₂₄₉  ₈₄, ₀₁₂, ₀₆₂  ₃₁₉, ₃₀₃, ₂₃₅  ₂₅₈, ₈₉₃, ₅₃₀  
未 払 信 託 報 酬 ₂₄, ₅₇₄, ₉₉₂  ₂₇, ₉₅₀, ₁₁₉  ₂₉, ₄₅₁, ₀₃₄  ₃₁, ₆₁₄, ₆₅₀  ₃₃, ₈₇₃, ₇₂₆  ₃₂, ₂₈₉, ₅₃₀  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₃₆, ₀₁₂  ₂₉₀, ₇₀₀  ₄₅₃, ₆₉₇  ₆₂₈, ₆₆₉  ₈₁₆, ₁₄₅  ₉₉₄, ₈₅₃  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 21， 804， 530， 564  22， 168， 608， 529  25， 072， 609， 082  26， 224， 064， 010  27， 326， 164， 189  29， 388， 924， 582  
元 本 ₂₀, ₀₃₀, ₀₀₉, ₉₅₂  ₂₀, ₉₈₅, ₄₇₅, ₆₆₄  ₂₂, ₅₄₅, ₄₅₄, ₂₄₃  ₂₄, ₅₈₇, ₆₈₇, ₂₅₇  ₂₅, ₅₇₅, ₇₀₅, ₄₈₈  ₂₅, ₈₇₉, ₅₂₀, ₉₈₂  
次 期 繰 越 損 益 金 ₁, ₇₇₄, ₅₂₀, ₆₁₂  ₁, ₁₈₃, ₁₃₂, ₈₆₅  ₂, ₅₂₇, ₁₅₄, ₈₃₉  ₁, ₆₃₆, ₃₇₆, ₇₅₃  ₁, ₇₅₀, ₄₅₈, ₇₀₁  ₃, ₅₀₉, ₄₀₃, ₆₀₀  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 20， 030， 009， 952口 20， 985， 475， 664口 22， 545， 454， 243口 24， 587， 687， 257口 25， 575， 705， 488口 25， 879， 520， 982口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， 886円 10， 564円 11， 121円 10， 666円 10， 684円 11， 356円

＊第₁₁期末における元本額は₁₈, ₈₆₁, ₂₂₇, ₇₇₄円、当作成期間（第₁₂期～第₁₇期）中における追加設定元本額は₁₁, ₂₂₅, ₂₅₀, ₇₀₈円、同解約元本額は₄, ₂₀₆, ₉₅₇, ₅₀₀円です。
＊第₁₇期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₃₅₆円です。

（₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₁月₁₀日）、（₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日）現在
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₃₃₀, ₃₆₇, ₃₄₃円 ₃₅₆, ₄₃₆, ₀₉₉円 ₃₈₂, ₆₄₂, ₄₀₅円 ₄₂₉, ₁₄₀, ₀₃₀円 ₄₃₀, ₄₃₁, ₉₇₁円 ₄₀₆, ₁₂₄, ₁₀₁円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀ ₄₁₂, ₃₈₄, ₃₁₂  ₀  ₀ ₆₁₄, ₉₉₈, ₀₅₁
（ｃ）収 益 調 整 金 ₆₆₃, ₆₀₈, ₄₈₈ ₈₀₇, ₁₉₇, ₇₈₅ ₉₉₄, ₄₈₀, ₃₅₁ ₁, ₃₀₁, ₃₉₅, ₆₇₇ ₁, ₄₇₁, ₄₃₁, ₈₇₈ ₁, ₅₉₇, ₃₉₁, ₄₄₀
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₁₉₂, ₃₇₅, ₀₉₁ ₁, ₁₈₄, ₂₄₆, ₈₇₉ ₁, ₂₀₈, ₃₈₀, ₈₉₆ ₁, ₆₁₃, ₂₀₉, ₀₀₈ ₁, ₆₄₁, ₈₃₆, ₂₇₂ ₁, ₆₀₉, ₆₄₇, ₄₇₀
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₂, ₁₈₆, ₃₅₀, ₉₂₂ ₂, ₃₄₇, ₈₈₀, ₇₆₃ ₂, ₉₉₇, ₈₈₇, ₉₆₄ ₃, ₃₄₃, ₇₄₄, ₇₁₅ ₃, ₅₄₃, ₇₀₀, ₁₂₁ ₄, ₂₂₈, ₁₆₁, ₀₆₂
（ｆ）分 配 金 ₃₀₀, ₄₅₀, ₁₄₉ ₃₁₄, ₇₈₂, ₁₃₄ ₃₃₈, ₁₈₁, ₈₁₃ ₃₆₈, ₈₁₅, ₃₀₈ ₃₈₃, ₆₃₅, ₅₈₂ ₃₈₈, ₁₉₂, ₈₁₄
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₁, ₈₈₅, ₉₀₀, ₇₇₃ ₂, ₀₃₃, ₀₉₈, ₆₂₉ ₂, ₆₅₉, ₇₀₆, ₁₅₁ ₂, ₉₇₄, ₉₂₉, ₄₀₇ ₃, ₁₆₀, ₀₆₄, ₅₃₉ ₃, ₈₃₉, ₉₆₈, ₂₄₈
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₂₀, ₀₃₀, ₀₀₉, ₉₅₂口 ₂₀, ₉₈₅, ₄₇₅, ₆₆₄口 ₂₂, ₅₄₅, ₄₅₄, ₂₄₃口 ₂₄, ₅₈₇, ₆₈₇, ₂₅₇口 ₂₅, ₅₇₅, ₇₀₅, ₄₈₈口 ₂₅, ₈₇₉, ₅₂₀, ₉₈₂口

■損益の状況
第₁₂期  自 ₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日  至 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日　　第₁₄期  自 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日　　第₁₆期  自 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₁月₁₀日
第₁₃期  自 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日　　第₁₅期  自 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日　　第₁₇期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日  至 ₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 342， 119， 884円 384， 540， 896円 390， 001， 483円 460， 929， 645円 461， 540， 060円 412， 461， 899円

受 取 配 当 金 ₃₄₂, ₀₉₈, ₄₃₈  ₃₈₄, ₅₁₈, ₆₄₃  ₃₈₉, ₉₇₈, ₁₅₅  ₄₆₀, ₉₀₄, ₂₇₈  ₄₆₁, ₅₁₈, ₃₉₂  ₄₁₂, ₄₃₆, ₂₅₃
受 取 利 息 ₂₁, ₄₄₆  ₂₂, ₂₅₃  ₂₃, ₃₂₈  ₂₅, ₃₆₇  ₂₁, ₆₆₈  ₂₅, ₆₄₆

（Ｂ）有価証券売買損益 377， 284， 610  △ 721， 383， 137  1， 179， 564， 092  △ 1， 173， 979， 888  43， 809， 557  1， 700， 054， 876
売 買 益 ₃₈₃, ₁₈₅, ₂₇₅  ₆, ₃₈₃, ₆₃₆  ₁, ₁₈₇, ₄₇₀, ₇₉₅  ₂₁, ₆₃₅, ₆₅₂  ₄₃, ₉₁₁, ₆₀₄  ₁, ₇₃₂, ₆₈₈, ₄₄₃
売 買 損 △ ₅, ₉₀₀, ₆₆₅  △ ₇₂₇, ₇₆₆, ₇₇₃  △ ₇, ₉₀₆, ₇₀₃  △ ₁, ₁₉₅, ₆₁₅, ₅₄₀  △ ₁₀₂, ₀₄₇  △ ₃₂, ₆₃₃, ₅₆₇

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 24， 711， 004  △ 28， 104， 807  △ 29， 614， 031  △ 31， 789， 622  △ 34， 061， 202  △ 32， 468， 238
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 694， 693， 490  △ 364， 947， 048  1， 539， 951， 544  △ 744， 839， 865  471， 288， 415  2， 080， 048， 537
（Ｅ）前期繰越損益金 792， 603， 539  1， 149， 904， 759  463， 456， 069  1， 613， 209， 008  490， 092， 065  550， 721， 085
（Ｆ）追加信託差損益金 587， 673， 732  712， 957， 288  861， 929， 039  1， 136， 822， 918  1， 172， 713， 803  1， 266， 826， 792

（配 当 等 相 当 額）（ ₆₆₃, ₆₀₈, ₄₈₈） （ ₈₀₇, ₁₉₇, ₇₈₅） （ ₉₉₄, ₄₈₀, ₃₅₁） （ ₁, ₃₀₁, ₃₉₅, ₆₇₇） （ ₁, ₄₇₁, ₄₃₁, ₈₇₈） （ ₁, ₅₉₇, ₃₉₁, ₄₄₀）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₇₅, ₉₃₄, ₇₅₆） （△ ₉₄, ₂₄₀, ₄₉₇） （△ ₁₃₂, ₅₅₁, ₃₁₂） （△ ₁₆₄, ₅₇₂, ₇₅₉） （△ ₂₉₈, ₇₁₈, ₀₇₅） （△ ₃₃₀, ₅₆₄, ₆₄₈）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 2， 074， 970， 761  1， 497， 914， 999  2， 865， 336， 652  2， 005， 192， 061  2， 134， 094， 283  3， 897， 596， 414
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 300， 450， 149  △ 314， 782， 134  △ 338， 181， 813  △ 368， 815， 308  △ 383， 635， 582  △ 388， 192， 814

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 1， 774， 520， 612  1， 183， 132， 865  2， 527， 154， 839  1， 636， 376， 753  1， 750， 458， 701  3， 509， 403， 600
追 加 信 託 差 損 益 金 ₅₈₇, ₆₇₃, ₇₃₂  ₇₁₂, ₉₅₇, ₂₈₈  ₈₆₁, ₉₂₉, ₀₃₉  ₁, ₁₃₆, ₈₂₂, ₉₁₈  ₁, ₁₇₂, ₇₁₃, ₈₀₃  ₁, ₂₆₆, ₈₂₆, ₇₉₂

（配 当 等 相 当 額）（ ₆₆₃, ₆₀₈, ₄₈₈） （ ₈₀₇, ₁₉₇, ₇₈₅） （ ₉₉₄, ₄₈₀, ₃₅₁） （ ₁, ₃₀₁, ₃₉₅, ₆₇₇） （ ₁, ₄₇₁, ₄₃₁, ₈₇₈） （ ₁, ₅₉₇, ₃₉₁, ₄₄₀）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₇₅, ₉₃₄, ₇₅₆） （△ ₉₄, ₂₄₀, ₄₉₇） （△ ₁₃₂, ₅₅₁, ₃₁₂） （△ ₁₆₄, ₅₇₂, ₇₅₉） （△ ₂₉₈, ₇₁₈, ₀₇₅） （△ ₃₃₀, ₅₆₄, ₆₄₈）
分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₂₂₂, ₂₉₂, ₂₈₅  ₁, ₂₂₅, ₉₀₀, ₈₄₄  ₁, ₆₆₅, ₂₂₅, ₈₀₀  ₁, ₆₇₃, ₅₃₃, ₇₃₀  ₁, ₆₈₈, ₆₃₂, ₆₆₁  ₂, ₂₄₂, ₅₇₆, ₈₀₈
繰 越 損 益 金 △ ₃₅, ₄₄₅, ₄₀₅  △ ₇₅₅, ₇₂₅, ₂₆₇  ―  △ ₁, ₁₇₃, ₉₇₉, ₈₉₅  △ ₁, ₁₁₀, ₈₈₇, ₇₆₃  ―

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。
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分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を

控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税0. 315％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期
150円 150円 150円 150円 150円 150円

（単　　価） ︵10， 886円 ︶ ︵10， 564円 ︶ ︵11， 121円 ︶ ︵10， 666円 ︶ ︵10， 684円 ︶ ︵11， 356円 ︶
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日まで
は₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得
税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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★米ドル・コース（毎月分配型）
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 米ドル為替レート

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率 （参考指数） 期　中
騰落率

円 円 ％ ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
₁ 期末（2013年 ₈ 月 ₈ 日） ₁₀, ₀₂₆ ₆₀ ₀. ₉ ₁, ₁₅₅. ₂₆ ₆. ₃ ₉₆. ₇₃ ₁. ₃ ₀. ₀ ₉₈. ₀ ₁₂, ₁₈₀ 
₂ 期末（2013年 ₉ 月 ₉ 日） ₁₀, ₁₀₀ ₆₀ ₁. ₃ ₁, ₁₄₇. ₈₂ △  ₀. ₆ ₉₉. ₆₅ ₃. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₈ ₁₃, ₁₇₉ 
₃ 期末（2013年₁₀月 ₈ 日） ₉, ₇₁₇ ₆₀ △ ₃. ₂ ₁, ₁₄₇. ₅₈ △  ₀. ₀ ₉₆. ₈₀ △  ₂. ₉ ₀. ₀ ₉₈. ₁ ₁₄, ₁₂₆ 
₄ 期末（2013年₁₁月 ₈ 日） ₁₀, ₁₆₅ ₆₀ ₅. ₂ ₁, ₁₈₄. ₇₃ ₃. ₂ ₉₈. ₂₃ ₁. ₅ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₁₅, ₅₂₄ 
₅ 期末（2013年12月 ₉ 日） ₁₀, ₇₂₄ ₆₀ ₆. ₁ ₁, ₂₃₅. ₈₃ ₄. ₃ ₁₀₃. ₀₇ ₄. ₉ ₀. ₀ ₉₈. ₄ ₁₆, ₁₈₀ 
₆ 期末（2014年 ₁ 月 ₈ 日） ₁₁, ₀₄₃ ₆₀ ₃. ₅ ₁, ₂₈₃. ₂₅ ₃. ₈ ₁₀₄. ₇₈ ₁. ₇ ₀. ₀ ₉₃. ₀ ₁₉, ₃₇₉ 
₇ 期末（2014年 ₂ 月₁₀日） ₁₀, ₁₁₇ ₆₀ △ ₇. ₈ ₁, ₁₈₉. ₁₄ △  ₇. ₃ ₁₀₂. ₄₈ △  ₂. ₂ ₀. ₀ ₉₇. ₂ ₁₉, ₅₂₆ 
₈ 期末（2014年 ₃ 月₁₀日） ₁₀, ₆₁₅ ₆₀ ₅. ₅ ₁, ₂₃₆. ₉₇ ₄. ₀ ₁₀₃. ₂₃ ₀. ₇ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₁₉, ₂₈₁ 
₉ 期末（2014年 ₄ 月 ₈ 日） ₁₀, ₂₄₈ ₆₀ △ ₂. ₉ ₁, ₁₉₆. ₈₄ △  ₃. ₂ ₁₀₂. ₉₅ △  ₀. ₃ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₁₈, ₅₄₆ 
₁₀期末（2014年 ₅ 月 ₈ 日） ₉, ₇₉₅ ₆₀ △ ₃. ₈ ₁, ₁₅₂. ₀₁ △  ₃. ₇ ₁₀₁. ₈₈ △  ₁. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₂ ₁₇, ₉₇₈ 
₁₁期末（2014年 ₆ 月 ₉ 日） ₁₀, ₃₃₀ ₆₀ ₆. ₁ ₁, ₂₃₄. ₅₇ ₇. ₂ ₁₀₂. ₅₆ ₀. ₇ ₀. ₀ ₉₈. ₈ ₁₉, ₀₉₀ 
₁₂期末（2014年 ₇ 月 ₈ 日） ₁₀, ₄₄₆ ₆₀ ₁. ₇ ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₁₀₁. ₇₅ △  ₀. ₈ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₁₈, ₆₅₆ 
₁₃期末（2014年 ₈ 月 ₈ 日） ₁₀, ₃₈₆ ₆₀ ₀. ₀ ₁, ₂₅₈. ₁₂ △  ₁. ₇ ₁₀₂. ₁₃ ₀. ₄ ₀. ₀ ₉₉. ₁ ₁₇, ₉₀₀ 
₁₄期末（2014年 ₉ 月 ₈ 日） ₁₀, ₈₀₇ ₆₀ ₄. ₆ ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₁₀₅. ₀₉ ₂. ₉ ₀. ₀ ₉₉. ₂ ₁₈, ₂₉₅ 
₁₅期末（2014年₁₀月 ₈ 日） ₁₁, ₀₅₂ ₆₀ ₂. ₈ ₁, ₂₉₀. ₈₉ △  ₀. ₂ ₁₀₈. ₂₆ ₃. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₁₇, ₃₅₅ 
₁₆期末（2014年₁₁月₁₀日） ₁₁, ₇₅₈ ₆₀ ₆. ₉ ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₁₁₄. ₃₆ ₅. ₆ ₀. ₀ ₉₈. ₁ ₁₈, ₂₃₃ 
₁₇期末（2014年₁₂月 ₈ 日） ₁₂, ₇₂₉ ₆₀ ₈. ₈ ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₁₂₁. ₅₈ ₆. ₃ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₁₈, ₇₇₃ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＴＯＰＩＸは、基準価額への反映を考慮して、 ₁ 営業日前の日付の終値を採用しています。
（注 ₃ ） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートを採用して

います。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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■当作成期間（第12期～第17期）中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 米ドル為替レート 公 社 債

組入比率
投資信託
受益証券
組入比率騰落率 （参考指数） 騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ 円 ％ ％ ％

第₁₂期
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月 ₉ 日 ₁₀, ₃₃₀ ― ₁, ₂₃₄. ₅₇ ― ₁₀₂. ₅₆ ― ₀. ₀ ₉₈. ₈

₆ 月末 ₁₀, ₃₃₄ ₀. ₀ ₁, ₂₅₃. ₁₅ ₁. ₅ ₁₀₁. ₃₆ △ ₁. ₂ ₀. ₀ ₉₉. ₃
（期末）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₅₀₆ ₁. ₇ ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₁₀₁. ₇₅ △ ₀. ₈ ₀. ₀ ₉₈. ₇

第₁₃期
（期首）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₄₄₆ ― ₁, ₂₇₉. ₈₇ ― ₁₀₁. ₇₅ ― ₀. ₀ ₉₈. ₇

₇ 月末 ₁₀, ₆₉₃ ₂. ₄ ₁, ₂₉₂. ₂₄ ₁. ₀ ₁₀₂. ₈₅ ₁. ₁ ₀. ₀ ₉₈. ₈
（期末）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₁₀, ₄₄₆ ₀. ₀ ₁, ₂₅₈. ₁₂ △ ₁. ₇ ₁₀₂. ₁₃ ₀. ₄ ₀. ₀ ₉₉. ₁

第₁₄期
（期首）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₁₀, ₃₈₆ ― ₁, ₂₅₈. ₁₂ ― ₁₀₂. ₁₃ ― ₀. ₀ ₉₉. ₁

₈ 月末 ₁₀, ₆₄₀ ₂. ₄ ₁, ₂₈₀. ₇₄ ₁. ₈ ₁₀₃. ₇₄ ₁. ₆ ₀. ₀ ₉₉. ₁
（期末）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₀, ₈₆₇ ₄. ₆ ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₁₀₅. ₀₉ ₂. ₉ ₀. ₀ ₉₉. ₂

第₁₅期
（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₀, ₈₀₇ ― ₁, ₂₉₃. ₂₁ ― ₁₀₅. ₀₉ ― ₀. ₀ ₉₉. ₂

₉ 月末 ₁₁, ₅₆₄ ₇. ₀ ₁, ₃₃₇. ₃₀ ₃. ₄ ₁₀₉. ₄₅ ₄. ₁ ₀. ₀ ₉₈. ₇
（期末）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₁₁, ₁₁₂ ₂. ₈ ₁, ₂₉₀. ₈₉ △ ₀. ₂ ₁₀₈. ₂₆ ₃. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₇

第₁₆期
（期首）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₁₁, ₀₅₂ ― ₁, ₂₉₀. ₈₉ ― ₁₀₈. ₂₆ ― ₀. ₀ ₉₈. ₇

₁₀月末 ₁₀, ₈₅₇ △ ₁. ₈ ₁, ₂₇₈. ₉₀ △ ₀. ₉ ₁₀₉. ₃₄ ₁. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₇
（期末）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₁, ₈₁₈ ₆. ₉ ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₁₁₄. ₃₆ ₅. ₆ ₀. ₀ ₉₈. ₁

第₁₇期
（期首）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₁, ₇₅₈ ― ₁, ₃₆₃. ₆₇ ― ₁₁₄. ₃₆ ― ₀. ₀ ₉₈. ₁

₁₁月末 ₁₂, ₁₆₃ ₃. ₄ ₁, ₃₉₁. ₉₀ ₂. ₁ ₁₁₈. ₂₃ ₃. ₄ ₀. ₀ ₉₈. ₅
（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日 ₁₂, ₇₈₉ ₈. ₈ ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₁₂₁. ₅₈ ₆. ₃ ₀. ₀ ₉₈. ₇

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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第17期末
（2014. 12. 8）

第11期末
（2014. 6. 9）

第12期末
（2014. 7. 8）

第13期末
（2014. 8. 8）

第14期末
（2014. 9. 8）

第15期末
（2014. 10. 8）

第16期末
（2014. 11. 10）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な
　パフォーマンスを示すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファン
　ドの購入価額により異なります。
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《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₁₂期首：₁₀, ₃₃₀円　第₁₇期末：₁₂, ₇₂₉円（既払分配金₃₆₀円）　騰落率：₂₇. ₃％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

国内株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略による運用の結果、基準価額は値上がりしました。株式ポー
トフォリオが大幅に上昇してプラス要因となりましたが、オプション取引戦略はマイナス要因となりました。為替取引（日
本円売り／米ドル買い）は、米ドルが対円で上昇（円安）したことやプレミアム（金利差相当分の収益）がプラス要因とな
りました。

◆投資環境について
○国内株式市況

国内株式市況は、第₁₂期首から₂₀₁₄年 ₇ 月にかけて、地政学リスクやポルトガル大手銀行の信用不安などを受けて上値
の重い展開となりました。 ₈ 月に入り、米国がイラクへの空爆を承認したとの報道などから軟調となったものの、その後
は、地政学リスクが徐々に後退したことや良好な米国経済指標などを受けて反発し、 ₉ 月には円安米ドル高の進行などを
好感して高値をつけました。₁₀月に入ると、ＩＭＦ（国際通貨基金）による経済成長見通しの下方修正などから世界経済
への懸念が広がったほか、エボラ出血熱の感染拡大、国内の政治不安などが嫌気され大幅に下落しました。しかし、良好
な米国の企業決算や経済指標の発表で景気先行き懸念が後退したことや円安などから反発し、₁₀月末には日銀による予想
外の追加金融緩和およびＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）の国内株式への投資比率引上げの発表を受けて急
騰しました。その後も、海外株高や円安、原油価格の下落などを好感して続伸し、₂₀₀₈年以来の高値で第₁₇期末を迎えま
した。

○為替相場
米ドルは対円で大幅に上昇しました。
米ドルは₁₀₂円台で始まりましたが、米国では、良好な経済指標などを受けて量的金融緩和策の縮小が進められ、利上

げ時期が市場で意識される中、₂₀₁₄年 ₉ 月には₁₀₉円台まで円安米ドル高が進行しました。₁₀月には、米国で資産購入プ
ログラムの終了が決定された一方で、日銀が予想外の追加緩和策を発表したことで日米の金融政策スタンスの違いが確認
され、米ドルは急騰しました。その後も、消費税増税の延期および衆議院解散などを受けて円安の流れが続き、₁₂₁円台
で第₁₇期末を迎えました。

○短期金利市況
米国の短期金利は、₂₀₁₄年₁₀月にＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が資産購入プログラムの終了を決定し、良好な経

済指標を受けて利上げ時期が意識されたことで上昇基調となりました。一方、日本の短期金利は低位でおおむね横ばいと
なり、日米の金利差は拡大しました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（米ドル・クラス）（以下、「ク
ロッキーファンド（米ドル・クラス）」といいます。）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。また、
クロッキーファンド（米ドル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

クロッキーファンド（米ドル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資しました。クロッキーファ
ンド（米ドル・クラス）への投資割合は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。
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○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（米ドル・クラス）
株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略のうち、株式ポートフォリオ（配当除く）のパフォーマンスは

ＴＯＰＩＸ指数（配当除く）を上回り、クロッキーモデルによる銘柄選択効果がプラスに働きました。オプション取引戦
略のパフォーマンスはマイナスとなりました。一般に、株価の上昇は当ファンドのオプション取引戦略にマイナスとなり
ます。

株式とオプション取引の組合わせで寄与度が高かった銘柄は、アステラス製薬（医薬品）、旭化成（化学）、日東電工
（化学）、寄与度が低かった銘柄は、日揮（建設業）、エーザイ（医薬品）、リコー（電気機器）でした。

また、円建ての資産に対して、日本円売り／米ドル買いの為替取引を行ないました。
○ダイワ・マネーストック・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま
した。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

（％）
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0
-2. 0
-4. 0

第12期
（2014. 6. 9～
　2014. 7. 8）

第13期
（2014. 7. 8～
　2014. 8. 8）

第14期
（2014. 8. 8～
　2014. 9. 8）

第15期
（2014. 9. 8～
　 2014. 10. 8）

第16期
（2014. 10. 8～
　 2014. 11. 10）

第17期
 （2014. 11. 10～
　2014. 12. 8）

基準価額
ＴＯＰＩＸ
米ドル（対円）

◆分配金について
【収益分配金】

第12期から第17期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ60円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₁₂期 第₁₃期 第₁₄期 第₁₅期 第₁₆期 第₁₇期

₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日
～₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ～₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

当期分配金（税込み） （円） ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀
対基準価額比率（％） ₀. ₅₇ ₀. ₅₇ ₀. ₅₅ ₀. ₅₄ ₀. ₅₁ ₀. ₄₇
当 期 の 収 益 （円） ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀
当期の収益以外（円） ―  ―  ―  ―  ―  ―  

翌期繰越分配対象額 （円） ₉₉₃ ₉₈₇ ₁, ₀₂₃ ₁, ₀₅₇ ₁, ₇₅₈ ₂, ₇₂₉
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。     
（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。    
（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₇₆. ₇₆円 ₇₃. ₆₄円 ₈₆. ₁₉円 ₈₈. ₅₅円 ₉₉. ₃₁円 ₈₃. ₇₅円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀ ₆₆₀. ₀₀ ₉₃₅. ₆₄
（ｃ）収 益 調 整 金 ₃₅₄. ₉₃ ₃₃₈. ₈₃ ₃₅₇. ₇₂ ₃₇₈. ₆₅ ₄₁₁. ₇₅ ₅₀₂. ₃₂
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₆₂₂. ₂₀ ₆₃₅. ₂₇ ₆₃₉. ₉₅ ₆₅₀. ₁₅ ₆₄₇. ₄₂ ₁, ₂₆₇. ₃₈
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁, ₀₅₃. ₉₀ ₁, ₀₄₇. ₇₅ ₁, ₀₈₃. ₈₇ ₁, ₁₁₇. ₃₆ ₁, ₈₁₈. ₄₈ ₂, ₇₈₉. ₁₀
（ｆ）分 配 金 ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₉₉₃. ₉₀ ₉₈₇. ₇₅ ₁, ₀₂₃. ₈₇ ₁, ₀₅₇. ₃₆ ₁, ₇₅₈. ₄₈ ₂, ₇₂₉. ₁₀
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、クロッキーファンド（米ドル・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。また、ク

ロッキーファンド（米ドル・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。
○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（米ドル・クラス）

₁ ．主として、担保付スワップ取引を通じて、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせたカバードコール
戦略を構築します。
・投資対象銘柄は「ＴＯＰＩＸ₁₀₀」構成銘柄から金融セクターに属する銘柄を除いた銘柄とします。
・ドイツ銀行グループが独自に開発した株式分析手法「クロッキーモデル」を用い、会計データを重点分析し、割安と判

断される₃₀銘柄を選定します。
・選定時における各銘柄の構成比率はおおむね均等とします。また、銘柄の見直しは約 ₁ カ月ごとに行ないます。
・個別銘柄ごとに、コール・オプションを売却することでカバードコール戦略を構築します。

₂ ．為替取引を活用します。
日本円売り／米ドル買いの為替取引を行ないます。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なって

まいります。
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■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
第　　　₁₂       期　　　～　　　第　　　₁₇       期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
CROCI JAPAN STRATEGY FUND 
USD CLASS（ケイマン諸島）  ₅, ₉₂₃. ₁₉₄ ₆₆₀, ₀₀₀ ₁₁₁  CROCI JAPAN STRATEGY FUND 

USD CLASS（ケイマン諸島）  ₅₁, ₁₅₃. ₃₀₁ ₅, ₅₈₀, ₀₀₀ ₁₀₉ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）

決　算　期
第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₁₄, ₅₈₇. ₈₃₆ ₁, ₅₆₉, ₄₉₇ ₅₁, ₁₅₃. ₃₀₁ ₅, ₅₈₀, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₁₂期～第₁₇期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₆. ₁₀～₂₀₁₄. ₁₂. ₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₈₀円 ₀. ₇₂₈％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₉₅₀円です。

（投信会社）  （₂₈）  （₀. ₂₅₈） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₅₀）  （₀. ₄₅₇） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₈₀   ₀. ₇₃₂  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける当作成期間中の利害関係人との取

引状況

　当作成期間（第12期～第17期）中における利害関係
人との取引はありません。
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

項 目 第 　₁₇　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₁₈, ₅₂₃, ₀₉₉ ₉₅. ₉ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₄₀₀ ₀. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₇₉₁, ₆₆₂ ₄. ₁ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₉, ₃₁₅, ₁₆₂ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

（3） 当作成期間中における売買委託手数料総額に対する利
害関係人への支払比率

　当作成期間（第12期～第17期）中における売買委託
手数料の利害関係人への支払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第₁₁条第 ₁ 項に規定される
利害関係人であり、当作成期間における当ファンドに係る利害関係人とは、大和
証券です。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第　₁₇　期　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
CROCI JAPAN STRATEGY FUND USD CLASS ₁₄₉, ₉₅₇. ₈₉₅ ₁₈, ₅₂₃, ₀₉₉ ₉₈. ₇ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

（2） ダイワ・マネーストック・マザーファンドにおける当
作成期間中の利害関係人との取引状況

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
決 算 期 第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 ₁, ₃₀₉ ₄₆₉ ₃₅. ₉ ― ― ― 

コール・ローン ₃₇, ₇₁₁ ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合₀. ₀％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン

ドのマザーファンド所有口数の割合。 （2）親投資信託残高

種 類 第₁₁期末 第　₁₇   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ・ マ ネ ー ス ト ッ ク・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₃₉₈  ₃₉₈  ₄₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₁₂ 期 末 第 ₁₃ 期 末 第 ₁₄ 期 末 第 ₁₅ 期 末 第 ₁₆ 期 末 第 ₁₇ 期 末
（Ａ）資 産 19， 265， 867， 103円 18， 282， 122， 007円 18， 694， 565， 368円 17， 761， 641， 304円 19， 027， 247， 240円 19， 615， 162， 379円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₃₅₇, ₁₇₄, ₁₃₄  ₄₆₅, ₂₅₈, ₇₃₂  ₄₀₀, ₀₅₅, ₉₅₀  ₆₂₈, ₉₁₃, ₂₁₉  ₁, ₀₂₃, ₃₆₁, ₆₁₁  ₅₉₁, ₆₆₂, ₈₈₈  
投資信託受益証券（評価額） ₁₈, ₄₀₈, ₂₉₂, ₆₉₀  ₁₇, ₇₄₆, ₄₆₂, ₉₉₆  ₁₈, ₁₄₄, ₁₀₉, ₁₃₉  ₁₇, ₁₃₂, ₃₂₇, ₈₀₆  ₁₇, ₈₉₃, ₄₈₅, ₃₁₀  ₁₈, ₅₂₃, ₀₉₉, ₁₇₂  
ダイワ・マネーストック・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₂₇₉  ₄₀₀, ₃₁₉  ₄₀₀, ₃₁₉  
未 収 入 金 ₅₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₇₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₅₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ₁₁₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₅₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  

（Ｂ）負 債 608， 889， 046  381， 365， 484  399， 504， 706  406， 516， 402  794， 224， 713  841， 358， 182  
未 払 金 ₂₅₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₇₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₅₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ₁₁₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₃₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  
未 払 収 益 分 配 金 ₁₀₇, ₁₅₈, ₉₃₆  ₁₀₃, ₄₁₆, ₄₆₅  ₁₀₁, ₅₇₁, ₅₈₀  ₉₄, ₂₁₉, ₈₀₅  ₉₃, ₀₃₇, ₅₈₆  ₈₈, ₄₉₂, ₃₄₄  
未 払 解 約 金 ₂₂₉, ₄₉₁, ₀₇₁  ₁₈₄, ₅₂₅, ₅₃₀  ₁₂₄, ₉₂₈, ₆₅₉  ₂₈₉, ₃₇₈, ₄₂₇  ₅₆₈, ₀₉₃, ₄₁₆  ₄₃₁, ₂₅₂, ₆₆₈  
未 払 信 託 報 酬 ₂₂, ₁₁₆, ₆₄₁  ₂₃, ₁₇₂, ₈₃₉  ₂₂, ₆₂₈, ₅₈₀  ₂₂, ₄₁₈, ₂₁₃  ₂₂, ₄₆₉, ₃₉₉  ₂₀, ₈₇₃, ₃₃₇  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₂₂, ₃₉₈  ₂₅₀, ₆₅₀  ₃₇₅, ₈₈₇  ₄₉₉, ₉₅₇  ₆₂₄, ₃₁₂  ₇₃₉, ₈₃₃  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 18， 656， 978， 057  17， 900， 756， 523  18， 295， 060， 662  17， 355， 124， 902  18， 233， 022， 527  18， 773， 804， 197  
元 本 ₁₇, ₈₅₉, ₈₂₂, ₇₃₂  ₁₇, ₂₃₆, ₀₇₇, ₅₇₄  ₁₆, ₉₂₈, ₅₉₆, ₈₂₀  ₁₅, ₇₀₃, ₃₀₀, ₉₄₈  ₁₅, ₅₀₆, ₂₆₄, ₃₆₃  ₁₄, ₇₄₈, ₇₂₄, ₀₄₄  
次 期 繰 越 損 益 金 ₇₉₇, ₁₅₅, ₃₂₅  ₆₆₄, ₆₇₈, ₉₄₉  ₁, ₃₆₆, ₄₆₃, ₈₄₂  ₁, ₆₅₁, ₈₂₃, ₉₅₄  ₂, ₇₂₆, ₇₅₈, ₁₆₄  ₄, ₀₂₅, ₀₈₀, ₁₅₃  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 17， 859， 822， 732口 17， 236， 077， 574口 16， 928， 596， 820口 15， 703， 300， 948口 15， 506， 264， 363口 14， 748， 724， 044口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， 446円 10， 386円 10， 807円 11， 052円 11， 758円 12， 729円

＊第₁₁期末における元本額は₁₈, ₄₈₀, ₂₅₈, ₃₃₈円、当作成期間（第₁₂期～第₁₇期）中における追加設定元本額は₂, ₆₃₇, ₂₂₇, ₃₇₅円、同解約元本額は₆, ₃₆₈, ₇₆₁, ₆₆₉円です。
＊第₁₇期末の計算口数当りの純資産額は₁₂, ₇₂₉円です。

（₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₁月₁₀日）、（₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日）現在
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■損益の状況
第₁₂期  自 ₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日  至 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日　　第₁₄期  自 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日　　第₁₆期  自 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₁月₁₀日
第₁₃期  自 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日　　第₁₅期  自 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日　　第₁₇期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日  至 ₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 146， 810， 495円 150， 238， 482円 150， 010， 585円 145， 843， 339円 156， 927， 858円 125， 256， 666円

受 取 配 当 金 ₁₄₆, ₈₀₁, ₀₃₂  ₁₅₀, ₂₂₇, ₇₈₃  ₁₄₉, ₉₉₈, ₈₇₉  ₁₄₅, ₈₃₂, ₄₆₃  ₁₅₆, ₉₁₄, ₇₂₂  ₁₂₅, ₂₃₉, ₁₉₁
受 取 利 息 ₉, ₄₆₃  ₁₀, ₆₉₉  ₁₁, ₇₀₆  ₁₀, ₈₇₆  ₁₃, ₁₃₆  ₁₇, ₄₇₅

（Ｂ）有価証券売買損益 189， 364， 161  △ 128， 454， 295  685， 134， 100  339， 275， 990  1， 051， 156， 436  1， 399， 213， 387
売 買 益 ₁₉₁, ₄₉₁, ₉₃₆  ₅, ₂₀₄, ₆₃₂  ₆₉₆, ₆₇₀, ₀₁₀  ₄₀₂, ₇₅₁, ₇₅₉  ₁, ₀₇₇, ₆₁₅, ₃₃₃  ₁, ₄₄₉, ₁₈₄, ₄₉₅
売 買 損 △ ₂, ₁₂₇, ₇₇₅  △ ₁₃₃, ₆₅₈, ₉₂₇  △ ₁₁, ₅₃₅, ₉₁₀  △ ₆₃, ₄₇₅, ₇₆₉  △ ₂₆, ₄₅₈, ₈₉₇  △ ₄₉, ₉₇₁, ₁₀₈

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 22， 239， 039  △ 23， 301， 091  △ 22， 753， 817  △ 22， 542， 283  △ 22， 593， 754  △ 20， 988， 858
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 313， 935， 617  △ 1， 516， 904  812， 390， 868  462， 577， 046  1， 185， 490， 540  1， 503， 481， 195
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 43， 533， 006  156， 630， 776  50， 074， 066  688， 861， 006  995， 828， 288  1， 869， 231， 341
（Ｆ）追加信託差損益金 633， 911， 650  612， 981， 542  605， 570， 488  594， 605， 707  638， 476， 922  740， 859， 961

（配 当 等 相 当 額）（ ₅₉₈, ₁₃₀, ₁₄₀） （ ₅₈₄, ₀₂₃, ₅₄₅） （ ₅₈₉, ₄₈₈, ₆₈₅） （ ₅₇₃, ₇₄₉, ₆₉₀） （ ₆₁₉, ₃₀₄, ₇₅₁） ︵ ₇₀₇, ₅₀₂, ₈₆₀︶
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₃₅, ₇₈₁, ₅₁₀） （ ₂₈, ₉₅₇, ₉₉₇） （ ₁₆, ₀₈₁, ₈₀₃） （ ₂₀, ₈₅₆, ₀₁₇） （ ₁₉, ₁₇₂, ₁₇₁） ︵ ₃₃, ₃₅₇, ₁₀₁︶

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 904， 314， 261  768， 095， 414  1， 468， 035， 422  1， 746， 043， 759  2， 819， 795， 750  4， 113， 572， 497
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 107， 158， 936  △ 103， 416， 465  △ 101， 571， 580  △ 94， 219， 805  △ 93， 037， 586  △ 88， 492， 344

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 797， 155， 325  664， 678， 949  1， 366， 463， 842  1， 651， 823， 954  2， 726， 758， 164  4， 025， 080， 153
追 加 信 託 差 損 益 金 ₆₃₃, ₉₁₁, ₆₅₀  ₆₁₂, ₉₈₁, ₅₄₂  ₆₀₅, ₅₇₀, ₄₈₈  ₅₉₄, ₆₀₅, ₇₀₇  ₆₃₈, ₄₇₆, ₉₂₂  ₇₄₀, ₈₅₉, ₉₆₁

（配 当 等 相 当 額）（ ₅₉₈, ₁₃₀, ₁₄₀） （ ₅₈₄, ₀₂₃, ₅₄₅） （ ₅₈₉, ₄₈₈, ₆₈₅） （ ₅₇₃, ₇₄₉, ₆₉₀） （ ₆₁₉, ₃₀₄, ₇₅₁） ︵ ₇₀₇, ₅₀₂, ₈₆₀︶
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₃₅, ₇₈₁, ₅₁₀） （ ₂₈, ₉₅₇, ₉₉₇） （ ₁₆, ₀₈₁, ₈₀₃） （ ₂₀, ₈₅₆, ₀₁₇） （ ₁₉, ₁₇₂, ₁₇₁） ︵ ₃₃, ₃₅₇, ₁₀₁︶
分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₁₄₁, ₁₈₆, ₃₃₁  ₁, ₁₁₈, ₄₇₈, ₅₁₂  ₁, ₁₂₇, ₇₀₉, ₈₀₉  ₁, ₀₆₅, ₇₉₈, ₉₆₆  ₂, ₀₈₈, ₂₈₁, ₂₄₂  ₃, ₂₈₄, ₂₂₀, ₁₉₂
繰 越 損 益 金 △ ₉₇₇, ₉₄₂, ₆₅₆  △ ₁, ₀₆₆, ₇₈₁, ₁₀₅  △ ₃₆₆, ₈₁₆, ₄₅₅  △ ₈, ₅₈₀, ₇₁₉  ―  ―

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₃₇, ₀₉₈, ₇₁₉円 ₁₂₆, ₉₃₇, ₄₀₀円 ₁₄₅, ₉₂₄, ₀₀₇円 ₁₃₉, ₀₆₇, ₁₃₅円 ₁₅₃, ₉₉₂, ₉₃₅円 ₁₂₃, ₅₃₁, ₃₈₄円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀  ₀  ₀ ₁, ₀₂₃, ₄₁₅, ₁₄₅ ₁, ₃₇₉, ₉₄₉, ₈₁₁
（ｃ）収 益 調 整 金 ₆₃₃, ₉₁₁, ₆₅₀ ₅₈₄, ₀₂₃, ₅₄₅ ₆₀₅, ₅₇₀, ₄₈₈ ₅₉₄, ₆₀₅, ₇₀₇ ₆₃₈, ₄₇₆, ₉₂₂ ₇₄₀, ₈₅₉, ₉₆₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₁₁₁, ₂₄₆, ₅₄₈ ₁, ₀₉₄, ₉₅₇, ₅₇₇ ₁, ₀₈₃, ₃₅₇, ₃₈₂ ₁, ₀₂₀, ₉₅₁, ₆₃₆ ₁, ₀₀₃, ₉₁₀, ₇₄₈ ₁, ₈₆₉, ₂₃₁, ₃₄₁
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁, ₈₈₂, ₂₅₆, ₉₁₇ ₁, ₈₀₅, ₉₁₈, ₅₂₂ ₁, ₈₃₄, ₈₅₁, ₈₇₇ ₁, ₇₅₄, ₆₂₄, ₄₇₈ ₂, ₈₁₉, ₇₉₅, ₇₅₀ ₄, ₁₁₃, ₅₇₂, ₄₉₇
（ｆ）分 配 金 ₁₀₇, ₁₅₈, ₉₃₆ ₁₀₃, ₄₁₆, ₄₆₅ ₁₀₁, ₅₇₁, ₅₈₀ ₉₄, ₂₁₉, ₈₀₅ ₉₃, ₀₃₇, ₅₈₆ ₈₈, ₄₉₂, ₃₄₄
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₁, ₇₇₅, ₀₉₇, ₉₈₁ ₁, ₇₀₂, ₅₀₂, ₀₅₇ ₁, ₇₃₃, ₂₈₀, ₂₉₇ ₁, ₆₆₀, ₄₀₄, ₆₇₃ ₂, ₇₂₆, ₇₅₈, ₁₆₄ ₄, ₀₂₅, ₀₈₀, ₁₅₃
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁₇, ₈₅₉, ₈₂₂, ₇₃₂口 ₁₇, ₂₃₆, ₀₇₇, ₅₇₄口 ₁₆, ₉₂₈, ₅₉₆, ₈₂₀口 ₁₅, ₇₀₃, ₃₀₀, ₉₄₈口 ₁₅, ₅₀₆, ₂₆₄, ₃₆₃口 ₁₄, ₇₄₈, ₇₂₄, ₀₄₄口
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【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を

控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税0. 315％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期
60円 60円 60円 60円 60円 60円

（単　　価） ︵10， 446円 ︶ ︵10， 386円 ︶ ︵10， 807円 ︶ ︵11， 052円 ︶ ︵11， 758円 ︶ ︵12， 729円 ︶
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日まで
は₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得
税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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★通貨セレクト・コース（毎月分配型）
■設定以来の運用実績

決　　算　　期
基　 準　 価　 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（₂₀₁₃年 ₈ 月 ₈ 日） ₁₀, ₀₁₆ ₁₀₀ ₁. ₂ ₁, ₁₅₅. ₂₆ ₆. ₃ ₀. ₀ ₉₈. ₄ ₄₄, ₆₅₄ 
₂ 期末（₂₀₁₃年 ₉ 月 ₉ 日） ₉, ₈₃₂ ₁₀₀ △ ₀. ₈ ₁, ₁₄₇. ₈₂ △  ₀. ₆ ₀. ₀ ₉₈. ₈ ₄₄, ₆₀₉ 
₃ 期末（₂₀₁₃年₁₀月 ₈ 日） ₉, ₇₂₃ ₁₀₀ △ ₀. ₁ ₁, ₁₄₇. ₅₈ △ ₀. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₄ ₄₅, ₂₄₅ 
₄ 期末（₂₀₁₃年₁₁月 ₈ 日） ₉, ₉₄₄ ₁₀₀ ₃. ₃ ₁, ₁₈₄. ₇₃ ₃. ₂ ₀. ₀ ₉₈. ₉ ₄₈, ₅₄₁ 
₅ 期末（₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日） ₁₀, ₄₃₇ ₁₀₀ ₆. ₀ ₁, ₂₃₅. ₈₃ ₄. ₃ ₀. ₀ ₉₉. ₀ ₅₁, ₄₉₉ 
₆ 期末（2014年 ₁ 月 ₈ 日） ₁₀, ₅₂₆ ₁₀₀ ₁. ₈ ₁, ₂₈₃. ₂₅ ₃. ₈ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₅₁, ₆₇₅ 
₇ 期末（2014年 ₂ 月₁₀日） ₉, ₄₂₄ ₁₀₀ △ ₉. ₅ ₁, ₁₈₉. ₁₄ △  ₇. ₃ ₀. ₀ ₉₈. ₃ ₄₆, ₆₀₅ 
₈ 期末（2014年 ₃ 月₁₀日） ₉, ₈₆₅ ₁₀₀ ₅. ₇ ₁, ₂₃₆. ₉₇ ₄. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₆ ₄₉, ₉₉₈ 
₉ 期末（2014年 ₄ 月 ₈ 日） ₉, ₈₀₄ ₁₀₀ ₀. ₄ ₁, ₁₉₆. ₈₄ △  ₃. ₂ ₀. ₀ ₉₈. ₈ ₄₉, ₃₆₂ 
₁₀期末（2014年 ₅ 月 ₈ 日） ₉, ₃₉₈ ₁₀₀ △ ₃. ₁ ₁, ₁₅₂. ₀₁ △  ₃. ₇ ₀. ₀ ₉₈. ₆ ₄₇, ₆₄₀ 
₁₁期末（2014年 ₆ 月 ₉ 日） ₉, ₉₉₈ ₁₀₀ ₇. ₄ ₁, ₂₃₄. ₅₇ ₇. ₂ ₀. ₀ ₉₉. ₂ ₅₀, ₅₅₁ 
₁₂期末（2014年 ₇ 月 ₈ 日） ₁₀, ₀₆₁ ₁₀₀ ₁. ₆ ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₄₈, ₁₃₈ 
₁₃期末（2014年 ₈ 月 ₈ 日） ₉, ₇₆₁ ₁₀₀ △ ₂. ₀ ₁, ₂₅₈. ₁₂ △  ₁. ₇ ₀. ₀ ₉₉. ₂ ₄₅, ₀₉₃ 
₁₄期末（2014年 ₉ 月 ₈ 日） ₁₀, ₁₆₂ ₁₀₀ ₅. ₁ ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₀. ₀ ₉₈. ₈ ₄₅, ₉₈₈ 
₁₅期末（2014年₁₀月 ₈ 日） ₉, ₈₀₄ ₁₀₀ △ ₂. ₅ ₁, ₂₉₀. ₈₉ △  ₀. ₂ ₀. ₀ ₉₉. ₀ ₄₃, ₃₅₁ 
₁₆期末（2014年₁₁月₁₀日） ₉, ₉₉₈ ₁₀₀ ₃. ₀ ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₀. ₀ ₉₈. ₉ ₄₃, ₄₂₁ 
₁₇期末（2014年₁₂月 ₈ 日） ₁₀, ₅₁₉ ₁₀₀ ₆. ₂ ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₇ ₄₃, ₆₀₄ 

（注 ₁ ） 基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＴＯＰＩＸは、基準価額への反映を考慮して、 ₁ 営業日前の日付の終値を採用しています。
（注 ₃ ） 公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₄ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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■当作成期間（第12期～第17期）中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基　準　価　額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 公 社 債

組入比率
投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％

第₁₂期
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月 ₉ 日 ₉, ₉₉₈ ― ₁, ₂₃₄. ₅₇ ― ₀. ₀ ₉₉. ₂

₆ 月末 ₁₀, ₀₅₄ ₀. ₆ ₁, ₂₅₃. ₁₅ ₁. ₅ ₀. ₀ ₉₈. ₉
（期末）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₁₆₁ ₁. ₆ ₁, ₂₇₉. ₈₇ ₃. ₇ ₀. ₀ ₉₈. ₇

第₁₃期
（期首）₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ₁₀, ₀₆₁ ― ₁, ₂₇₉. ₈₇ ― ₀. ₀ ₉₈. ₇

₇ 月末 ₁₀, ₂₀₀ ₁. ₄ ₁, ₂₉₂. ₂₄ ₁. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₈
（期末）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₉, ₈₆₁ △ ₂. ₀ ₁, ₂₅₈. ₁₂ △ ₁. ₇ ₀. ₀ ₉₉. ₂

第₁₄期
（期首）₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ₉, ₇₆₁ ― ₁, ₂₅₈. ₁₂ ― ₀. ₀ ₉₉. ₂

₈ 月末 ₁₀, ₀₄₉ ₃. ₀ ₁, ₂₈₀. ₇₄ ₁. ₈ ₀. ₀ ₉₉. ₁
（期末）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₀, ₂₆₂ ₅. ₁ ₁, ₂₉₃. ₂₁ ₂. ₈ ₀. ₀ ₉₈. ₈

第₁₅期
（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₀, ₁₆₂ ― ₁, ₂₉₃. ₂₁ ― ₀. ₀ ₉₈. ₈

₉ 月末 ₁₀, ₂₁₉ ₀. ₆ ₁, ₃₃₇. ₃₀ ₃. ₄ ₀. ₀ ₉₈. ₉
（期末）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₉, ₉₀₄ △ ₂. ₅ ₁, ₂₉₀. ₈₉ △ ₀. ₂ ₀. ₀ ₉₉. ₀

第₁₆期
（期首）₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ₉, ₈₀₄ ― ₁, ₂₉₀. ₈₉ ― ₀. ₀ ₉₉. ₀

₁₀月末 ₉, ₆₉₃ △ ₁. ₁ ₁, ₂₇₈. ₉₀ △ ₀. ₉ ₀. ₀ ₉₉. ₁
（期末）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₁₀, ₀₉₈ ₃. ₀ ₁, ₃₆₃. ₆₇ ₅. ₆ ₀. ₀ ₉₈. ₉

第₁₇期
（期首）₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ₉, ₉₉₈ ― ₁, ₃₆₃. ₆₇ ― ₀. ₀ ₉₈. ₉

₁₁月末 ₁₀, ₄₉₀ ₄. ₉ ₁, ₃₉₁. ₉₀ ₂. ₁ ₀. ₀ ₉₉. ₁
（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日 ₁₀, ₆₁₉ ₆. ₂ ₁, ₄₄₅. ₆₇ ₆. ₀ ₀. ₀ ₉₈. ₇

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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第17期末
（2014. 12. 8）

第11期末
（2014. 6. 9）

第12期末
（2014. 7. 8）

第13期末
（2014. 8. 8）

第14期末
（2014. 9. 8）

第15期末
（2014. 10. 8）

第16期末
（2014. 11. 10）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な
　パフォーマンスを示すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファン
　ドの購入価額により異なります。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－通貨セレクト・コース（毎月分配型）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₁₂期首：₉, ₉₉₈円　第₁₇期末：₁₀, ₅₁₉円（既払分配金₆₀₀円）　騰落率：₁₁. ₇％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

国内株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略による運用の結果、基準価額は値上がりしました。株式ポー
トフォリオが大幅に上昇してプラス要因となりましたが、オプション取引戦略はマイナス要因となりました。為替取引（日
本円売り／選定通貨（※）買い）は、選定通貨が対円でおおむね上昇（円安）したことやプレミアム（金利差相当分の収益）
がプラス要因となりました。

（※）選定通貨とは、通貨の選定方針により、為替取引の対象通貨として選定された通貨をいいます。
◆投資環境について

○国内株式市況
国内株式市況は、第₁₂期首から₂₀₁₄年 ₇ 月にかけて、地政学リスクやポルトガル大手銀行の信用不安などを受けて上値

の重い展開となりました。 ₈ 月に入り、米国がイラクへの空爆を承認したとの報道などから軟調となったものの、その後
は、地政学リスクが徐々に後退したことや良好な米国経済指標などを受けて反発し、 ₉ 月には円安米ドル高の進行などを
好感して高値をつけました。₁₀月に入ると、ＩＭＦ（国際通貨基金）による経済成長見通しの下方修正などから世界経済
への懸念が広がったほか、エボラ出血熱の感染拡大、国内の政治不安などが嫌気され大幅に下落しました。しかし、良好
な米国の企業決算や経済指標の発表で景気先行き懸念が後退したことや円安などから反発し、₁₀月末には日銀による予想
外の追加金融緩和およびＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）の国内株式への投資比率引上げの発表を受けて急
騰しました。その後も、海外株高や円安、原油価格の下落などを好感して続伸し、₂₀₀₈年以来の高値で第₁₇期末を迎えま
した。

○為替相場
選定通貨は対円でおおむね上昇しました。
選定通貨は、日銀による追加金融緩和に加え、日本の₂₀₁₄年 ₇ － ₉ 月期ＧＤＰ（国内総生産）の悪化や衆議院解散の発

表などを背景に円安が進んだことで、対円でおおむね上昇しました。ただし、ウクライナおよび中東情勢など地政学リス
クが高まったことなどは、円高の要因となりました。また、原油や鉄鉱石をはじめとして商品価格が下落したことは、豪
ドルやロシア・ルーブルなど資源国通貨の下押し材料となりました。

○短期金利市況
選定通貨の短期金利は、高い経済成長率やインフレ率を背景に日本円の短期金利をおおむね上回って推移しました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

今後も、オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（通貨セレクト・クラス）（以
下、「クロッキーファンド（通貨セレクト・クラス）」といいます。）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資
します。また、クロッキーファンド（通貨セレクト・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

クロッキーファンド（通貨セレクト・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資しました。クロッ
キーファンド（通貨セレクト・クラス）への投資割合は信託財産の純資産総額の₉₅％程度以上とすることをめざしました。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－通貨セレクト・コース（毎月分配型）

○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（通貨セレクト・クラス）
株式とオプション取引を組合わせたカバードコール戦略のうち、株式ポートフォリオ（配当除く）のパフォーマンスは

ＴＯＰＩＸ指数（配当除く）を上回り、クロッキーモデルによる銘柄選択効果がプラスに働きました。オプション取引戦
略のパフォーマンスはマイナスとなりました。一般に、株価の上昇は当ファンドのオプション取引戦略にマイナスとなり
ます。

株式とオプション取引の組合わせで寄与度が高かった銘柄は、アステラス製薬（医薬品）、旭化成（化学）、日東電工
（化学）、寄与度が低かった銘柄は、日揮（建設業）、エーザイ（医薬品）、リコー（電気機器）でした。

選定通貨においては、金利水準、リスク水準、ファンダメンタルズ、流動性を勘案し、中長期的な視点から安定した
キャリー収益が享受できる通貨を毎月 ₆ 通貨選定し、運用を行ないました。選定通貨につきましては、第12期首はロシ
ア・ルーブル、インド・ルピー、ブラジル・レアル、トルコ・リラ、チリ・ペソ、南アフリカ・ランドとしていました
が、 ₂ 通貨の変更を行ない、第17期末はロシア・ルーブル、トルコ・リラ、ブラジル・レアル、南アフリカ・ランド、
ニュージーランド・ドル、豪ドルとしました。また、選定通貨合計の比率は、原資産に対しておおむね₁₀₀％を維持しま
した。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

（％）
7. 0
6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0
-1. 0
-2. 0
-3. 0

第12期
（2014. 6. 9～
　2014. 7. 8）

第13期
（2014. 7. 8～
　2014. 8. 8）

第14期
（2014. 8. 8～
　2014. 9. 8）

第15期
（2014. 9. 8～

　 2014. 10. 8）

第16期
（2014. 10. 8～
　 2014. 11. 10）

第17期
 （2014. 11. 10～
　2014. 12. 8）

基準価額
ＴＯＰＩＸ
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－通貨セレクト・コース（毎月分配型）

◆分配金について
【収益分配金】

第12期から第17期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ100円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₁₂期 第₁₃期 第₁₄期 第₁₅期 第₁₆期 第₁₇期

₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日
～₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₁月₁₀日 ～₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

当期分配金（税込み） （円） ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀
対基準価額比率（％） ₀. ₉₈ ₁. ₀₁ ₀. ₉₇ ₁. ₀₁ ₀. ₉₉ ₀. ₉₄
当 期 の 収 益 （円） ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀
当期の収益以外（円） ―  ―  ―  ―  ―  ―  

翌期繰越分配対象額 （円） ₆₈₆ ₇₂₁ ₇₅₉ ₈₀₀ ₈₄₂ ₈₆₈
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。     
（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。    
（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₃₅. ₄₄円 ₁₃₃. ₇₉円 ₁₃₇. ₅₉円 ₁₄₀. ₄₂円 ₁₄₀. ₂₂円 ₁₂₆. ₂₈円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₉₆. ₀₆ ₁₀₃. ₇₅ ₁₀₉. ₆₆ ₁₁₉. ₁₂ ₁₂₉. ₆₇ ₁₃₇. ₃₆
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₅₅₅. ₃₅ ₅₈₃. ₉₄ ₆₁₂. ₅₂ ₆₄₁. ₁₅ ₆₇₂. ₁₅ ₇₀₅. ₂₆
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₇₈₆. ₈₆ ₈₂₁. ₄₉ ₈₅₉. ₇₉ ₉₀₀. ₇₀ ₉₄₂. ₀₆ ₉₆₈. ₉₂
（ｆ）分 配 金 ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₆₈₆. ₈₆ ₇₂₁. ₄₉ ₇₅₉. ₇₉ ₈₀₀. ₇₀ ₈₄₂. ₀₆ ₈₆₈. ₉₂
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、クロッキーファンド（通貨セレクト・クラス）とダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。ま

た、クロッキーファンド（通貨セレクト・クラス）への投資割合を高位に維持することを基本とします。
○オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド（通貨セレクト・クラス）

₁ ．主として、担保付スワップ取引を通じて、割安と判断される日本の株式とオプション取引を組合わせたカバードコール
戦略を構築します。
・投資対象銘柄は「ＴＯＰＩＸ₁₀₀」構成銘柄から金融セクターに属する銘柄を除いた銘柄とします。
・ドイツ銀行グループが独自に開発した株式分析手法「クロッキーモデル」を用い、会計データを重点分析し、割安と判

断される₃₀銘柄を選定します。
・選定時における各銘柄の構成比率はおおむね均等とします。また、銘柄の見直しは約 ₁ カ月ごとに行ないます。
・個別銘柄ごとに、コール・オプションを売却することでカバードコール戦略を構築します。

₂ ．為替取引を活用します。
日本円売り／選定通貨買いの為替取引を行ないます。

・大和証券投資信託委託株式会社が通貨の選定および配分比率について助言を行ないます。
［通貨の運用方針］
・原則として、「シティ世界国債インデックス」および「ＪＰモルガン　ガバメント・ボンド・インデックス－エマージ

ング・マーケッツ ブロード」の構成国の通貨の中から、金利水準、リスク水準、ファンダメンタルズ、流動性等を考
慮し、 ₆ つの通貨を選定します。

※上記指数構成国の通貨以外の通貨を選定する場合もあります。
・選定通貨の投資比率は、金利水準、リスク水準等を考慮して決定します。
・選定通貨および投資比率は、原則、毎月見直します。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なって

まいります。
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■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける当作成期間中の利害関係人との取

引状況

　当作成期間（第12期～第17期）中における利害関係
人との取引はありません。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₁₂期～第₁₇期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₆. ₁₀～₂₀₁₄. ₁₂. ₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₇₃円 ₀. ₇₂₈％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₀₂₈円です。

（投信会社）  （₂₆）  （₀. ₂₅₈） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₆）  （₀. ₄₅₇） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₂   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₂） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₇₃   ₀. ₇₃₀  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
第　　　₁₂       期　　　～　　　第　　　₁₇       期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
CROCI JAPAN STRATEGY FUND 
CURRENCY SELECTION CLASS

（ケイマン諸島）  
₁₂₉, ₃₈₂. ₂₈₆ ₁₂, ₃₀₀, ₀₀₀ ₉₅ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）

決　算　期
第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₄₂, ₀₅₁. ₄₆₇ ₃, ₉₄₆, ₁₅₃ ₁₂₉, ₃₈₂. ₂₈₉ ₁₂, ₃₀₀, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

項 目 第 　₁₇　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₄₃, ₀₅₁, ₀₁₃ ₉₆. ₉ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₂, ₀₀₁ ₀. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁, ₃₈₄, ₅₆₃ ₃. ₁ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₄₄, ₄₃₇, ₅₇₈ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

（3） 当作成期間中における売買委託手数料総額に対する利
害関係人への支払比率

　当作成期間（第12期～第17期）中における売買委託
手数料の利害関係人への支払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第₁₁条第 ₁ 項に規定される
利害関係人であり、当作成期間における当ファンドに係る利害関係人とは、大和
証券です。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第　₁₇　期　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
CROCI JAPAN STRATEGY FUND 
CURRENCY SELECTION CLASS ₄₃₅, ₃₃₈. ₀₃₆ ₄₃, ₀₅₁, ₀₁₃ ₉₈. ₇ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

（2） ダイワ・マネーストック・マザーファンドにおける当
作成期間中の利害関係人との取引状況

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
決 算 期 第　₁₂   期　～　第　₁₇   期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 ₁, ₃₀₉ ₄₆₉ ₃₅. ₉ ― ― ― 

コール・ローン ₃₇, ₇₁₁ ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合₀. ₂％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン

ドのマザーファンド所有口数の割合。
（2）親投資信託残高

種 類 第₁₁期末 第　₁₇   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ・ マ ネ ー ス ト ッ ク・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₁, ₉₉₃  ₁, ₉₉₃  ₂, ₀₀₁ 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₁₂ 期 末 第 ₁₃ 期 末 第 ₁₄ 期 末 第 ₁₅ 期 末 第 ₁₆ 期 末 第 ₁₇ 期 末
（Ａ）資 産 49， 466， 095， 688円 46， 394， 384， 650円 46， 645， 137， 521円 44， 051， 824， 327円 44， 897， 679， 032円 44， 737， 578， 348円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₁, ₃₃₇, ₈₁₃, ₃₇₈  ₁, ₃₂₀, ₆₈₄, ₀₇₄  ₁, ₁₉₉, ₀₆₅, ₄₂₂  ₁, ₁₅₂, ₀₆₀, ₇₁₃  ₁, ₅₃₃, ₀₂₉, ₂₀₃  ₁, ₂₃₄, ₅₆₃, ₀₁₇
投資信託受益証券（評価額） ₄₇, ₅₂₆, ₂₈₀, ₉₁₅  ₄₄, ₇₅₁, ₆₉₉, ₁₈₀  ₄₅, ₄₄₄, ₀₇₀, ₇₀₃  ₄₂, ₈₉₇, ₇₆₂, ₂₁₈  ₄₂, ₉₆₂, ₆₄₈, ₂₃₄  ₄₃, ₀₅₁, ₀₁₃, ₇₃₇
ダイワ・マネーストック・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₂, ₀₀₁, ₃₉₆  ₂, ₀₀₁, ₃₉₆  ₂, ₀₀₁, ₃₉₆  ₂, ₀₀₁, ₃₉₆  ₂, ₀₀₁, ₅₉₅  ₂, ₀₀₁, ₅₉₅
未 収 入 金 ₅₉₉, ₉₉₉, ₉₉₉  ₃₂₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ―  ₄₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₄₄₉, ₉₉₉, ₉₉₉

（Ｂ）負 債 1， 327， 768， 999  1， 301， 004， 504  656， 279， 055  700， 539， 474  1， 475， 757， 943  1， 133， 575， 189
未 払 金 ₃₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₃₂₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ―  ₄₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₃₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀
未 払 収 益 分 配 金 ₄₇₈, ₄₄₃, ₉₀₆  ₄₆₁, ₉₉₄, ₁₄₁  ₄₅₂, ₅₄₇, ₀₀₆  ₄₄₂, ₁₆₆, ₂₁₇  ₄₃₄, ₃₀₃, ₀₇₂  ₄₁₄, ₅₁₇, ₇₃₈
未 払 解 約 金 ₄₉₁, ₄₈₄, ₂₇₈  ₄₅₉, ₃₂₁, ₅₁₆  ₁₄₆, ₃₉₁, ₄₆₀  ₂₀₂, ₅₁₀, ₁₄₇  ₅₈₅, ₃₀₅, ₄₃₀  ₃₆₈, ₃₇₀, ₃₀₆
未 払 信 託 報 酬 ₅₇, ₆₆₉, ₄₂₅  ₅₉, ₃₃₆, ₈₁₁  ₅₆, ₈₀₈, ₃₈₇  ₅₅, ₁₄₈, ₈₂₀  ₅₅, ₂₄₄, ₂₁₈  ₄₉, ₅₉₈, ₃₅₃
そ の 他 未 払 費 用 ₁₇₁, ₃₉₀  ₃₅₂, ₀₃₆  ₅₃₂, ₂₀₂  ₇₁₄, ₂₉₀  ₉₀₅, ₂₂₃  ₁, ₀₈₈, ₇₉₂

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 48， 138， 326， 689  45， 093， 380， 146  45， 988， 858， 466  43， 351， 284， 853  43， 421， 921， 089  43， 604， 003， 159
元 本 ₄₇, ₈₄₄, ₃₉₀, ₆₃₄  ₄₆, ₁₉₉, ₄₁₄, ₁₉₅  ₄₅, ₂₅₄, ₇₀₀, ₆₃₅  ₄₄, ₂₁₆, ₆₂₁, ₇₂₉  ₄₃, ₄₃₀, ₃₀₇, ₂₂₇  ₄₁, ₄₅₁, ₇₇₃, ₈₀₄
次 期 繰 越 損 益 金 ₂₉₃, ₉₃₆, ₀₅₅  △ ₁, ₁₀₆, ₀₃₄, ₀₄₉  ₇₃₄, ₁₅₇, ₈₃₁  △ ₈₆₅, ₃₃₆, ₈₇₆  △ ₈, ₃₈₆, ₁₃₈  ₂, ₁₅₂, ₂₂₉, ₃₅₅

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 47， 844， 390， 634口 46， 199， 414， 195口 45， 254， 700， 635口 44， 216， 621， 729口 43， 430， 307， 227口 41， 451， 773， 804口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， 061円 9， 761円 10， 162円 9， 804円 9， 998円 10， 519円

＊第₁₁期末における元本額は₅₀, ₅₆₃, ₃₃₄, ₇₂₁円、当作成期間（第₁₂期～第₁₇期）中における追加設定元本額は₂, ₉₄₄, ₆₂₆, ₂₉₈円、同解約元本額は₁₂, ₀₅₆, ₁₈₇, ₂₁₅円です。
＊第₁₇期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₅₁₉円です。

（₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₁月₁₀日）、（₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日）現在
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■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₆₄₈, ₀₂₂, ₇₀₄円 ₆₁₈, ₁₃₄, ₂₂₇円 ₆₂₂, ₆₈₉, ₈₆₉円 ₆₂₀, ₈₉₇, ₉₉₆円 ₆₀₉, ₀₁₅, ₁₇₇円 ₅₂₃, ₄₇₇, ₃₂₁円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀  ₀  ₀  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₄₅₉, ₆₂₀, ₀₅₄ ₄₇₉, ₃₃₃, ₈₃₈ ₄₉₆, ₃₀₁, ₆₂₄ ₅₂₆, ₇₂₂, ₉₁₆ ₅₆₃, ₁₈₆, ₄₄₇ ₅₆₉, ₄₁₃, ₂₇₆
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₂, ₆₅₇, ₀₅₇, ₅₇₆ ₂, ₆₉₇, ₇₇₃, ₁₆₂ ₂, ₇₇₁, ₉₈₅, ₆₇₉ ₂, ₈₃₄, ₉₈₉, ₁₈₈ ₂, ₉₁₉, ₁₉₄, ₄₀₆ ₂, ₉₂₃, ₄₆₀, ₀₃₆
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₃, ₇₆₄, ₇₀₀, ₃₃₄ ₃, ₇₉₅, ₂₄₁, ₂₂₇ ₃, ₈₉₀, ₉₇₇, ₁₇₂ ₃, ₉₈₂, ₆₁₀, ₁₀₀ ₄, ₀₉₁, ₃₉₆, ₀₃₀ ₄, ₀₁₆, ₃₅₀, ₆₃₃
（ｆ）分 配 金 ₄₇₈, ₄₄₃, ₉₀₆ ₄₆₁, ₉₉₄, ₁₄₁ ₄₅₂, ₅₄₇, ₀₀₆ ₄₄₂, ₁₆₆, ₂₁₇ ₄₃₄, ₃₀₃, ₀₇₂ ₄₁₄, ₅₁₇, ₇₃₈
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₃, ₂₈₆, ₂₅₆, ₄₂₈ ₃, ₃₃₃, ₂₄₇, ₀₈₆ ₃, ₄₃₈, ₄₃₀, ₁₆₆ ₃, ₅₄₀, ₄₄₃, ₈₈₃ ₃, ₆₅₇, ₀₉₂, ₉₅₈ ₃, ₆₀₁, ₈₃₂, ₈₉₅
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₄₇, ₈₄₄, ₃₉₀, ₆₃₄口 ₄₆, ₁₉₉, ₄₁₄, ₁₉₅口 ₄₅, ₂₅₄, ₇₀₀, ₆₃₅口 ₄₄, ₂₁₆, ₆₂₁, ₇₂₉口 ₄₃, ₄₃₀, ₃₀₇, ₂₂₇口 ₄₁, ₄₅₁, ₇₇₃, ₈₀₄口

■損益の状況
第₁₂期  自 ₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日  至 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₈ 日　　第₁₄期  自 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日　　第₁₆期  自 ₂₀₁₄年₁₀月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₁月₁₀日
第₁₃期  自 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₈ 日　　第₁₅期  自 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日  至 ₂₀₁₄年₁₀月 ₈ 日　　第₁₇期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₁日  至 ₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

項 目 第 ₁₂ 期 第 ₁₃ 期 第 ₁₄ 期 第 ₁₅ 期 第 ₁₆ 期 第 ₁₇ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 695， 868， 557円 677， 651， 614円 638， 378， 763円 676， 228， 858円 635， 452， 152円 533， 652， 709円

受 取 配 当 金 ₆₉₅, ₈₄₄, ₈₅₉  ₆₇₇, ₆₂₃, ₆₇₁  ₆₃₈, ₃₅₁, ₅₁₉  ₆₇₆, ₂₀₅, ₀₇₅  ₆₃₅, ₄₃₀, ₀₄₆  ₅₃₃, ₆₂₇, ₆₂₄
受 取 利 息 ₂₃, ₆₉₈  ₂₇, ₉₄₃  ₂₇, ₂₄₄  ₂₃, ₇₈₃  ₂₂, ₁₀₆  ₂₅, ₀₈₅

（Ｂ）有価証券売買損益 145， 323， 888  △ 1， 546， 462， 405  1， 680， 878， 069  △ 1， 764， 342， 432  697， 094， 155  2， 076， 761， 711
売 買 益 ₁₅₂, ₂₃₁, ₀₆₉  ₁₉, ₇₉₉, ₆₂₈  ₁, ₇₀₆, ₁₀₁, ₇₄₅  ₂₃, ₂₉₂, ₀₈₆  ₇₂₀, ₂₅₇, ₃₁₄  ₂, ₁₃₉, ₈₁₀, ₇₄₁
売 買 損 △ ₆, ₉₀₇, ₁₈₁  △ ₁, ₅₆₆, ₂₆₂, ₀₃₃  △ ₂₅, ₂₂₃, ₆₇₆  △ ₁, ₇₈₇, ₆₃₄, ₅₁₈  △ ₂₃, ₁₆₃, ₁₅₉  △ ₆₃, ₀₄₉, ₀₃₀

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 57， 840， 815  △ 59， 517， 457  △ 56， 988， 553  △ 55， 330， 908  △ 55， 435， 151  △ 49， 781， 922
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 783， 351， 630  △ 928， 328， 248  2， 262， 268， 279  △ 1， 143， 444， 482  1， 277， 111， 156  2， 560， 632， 498
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 349， 345， 686  △ 42， 412， 084  △ 1， 391， 604， 821  402， 890， 493  △ 1， 145， 623， 719  △ 286， 133， 215
（Ｆ）追加信託差損益金 338， 374， 017  326， 700， 424  316， 041， 379  317， 383， 330  294， 429， 497  292， 247， 810

（配 当 等 相 当 額）（ ₄₅₉, ₆₂₀, ₀₅₄） （ ₄₇₉, ₃₃₃, ₈₃₈） （ ₄₉₆, ₃₀₁, ₆₂₄） （ ₅₂₆, ₇₂₂, ₉₁₆） （ ₅₆₃, ₁₈₆, ₄₄₇） （ ₅₆₉, ₄₁₃, ₂₇₆）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₁₂₁, ₂₄₆, ₀₃₇） （△ ₁₅₂, ₆₃₃, ₄₁₄） （△ ₁₈₀, ₂₆₀, ₂₄₅） （△ ₂₀₉, ₃₃₉, ₅₈₆） （△ ₂₆₈, ₇₅₆, ₉₅₀） （△ ₂₇₇, ₁₆₅, ₄₆₆）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 772， 379， 961  △ 644， 039， 908  1， 186， 704， 837  △ 423， 170， 659  425， 916， 934  2， 566， 747， 093
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 478， 443， 906  △ 461， 994， 141  △ 452， 547， 006  △ 442， 166， 217  △ 434， 303， 072  △ 414， 517， 738

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 293， 936， 055  △ 1， 106， 034， 049  734， 157， 831  △ 865， 336， 876  △ 8， 386， 138  2， 152， 229， 355
追 加 信 託 差 損 益 金 ₃₃₈, ₃₇₄, ₀₁₇  ₃₂₆, ₇₀₀, ₄₂₄  ₃₁₆, ₀₄₁, ₃₇₉  ₃₁₇, ₃₈₃, ₃₃₀  ₂₉₄, ₄₂₉, ₄₉₇  ₂₉₂, ₂₄₇, ₈₁₀

（配 当 等 相 当 額）（ ₄₅₉, ₆₂₀, ₀₅₄） （ ₄₇₉, ₃₃₃, ₈₃₈） （ ₄₉₆, ₃₀₁, ₆₂₄） （ ₅₂₆, ₇₂₂, ₉₁₆） （ ₅₆₃, ₁₈₆, ₄₄₇） （ ₅₆₉, ₄₁₃, ₂₇₆）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₁₂₁, ₂₄₆, ₀₃₇） （△ ₁₅₂, ₆₃₃, ₄₁₄） （△ ₁₈₀, ₂₆₀, ₂₄₅） （△ ₂₀₉, ₃₃₉, ₅₈₆） （△ ₂₆₈, ₇₅₆, ₉₅₀） （△ ₂₇₇, ₁₆₅, ₄₆₆）
分 配 準 備 積 立 金 ₂, ₈₂₆, ₆₃₆, ₃₇₄  ₂, ₈₅₃, ₉₁₃, ₂₄₈  ₂, ₉₄₂, ₁₂₈, ₅₄₂  ₃, ₀₁₃, ₇₂₀, ₉₆₇  ₃, ₀₉₃, ₉₀₆, ₅₁₁  ₃, ₀₃₂, ₄₁₉, ₆₁₉
繰 越 損 益 金 △ ₂, ₈₇₁, ₀₇₄, ₃₃₆  △ ₄, ₂₈₆, ₆₄₇, ₇₂₁  △ ₂, ₅₂₄, ₀₁₂, ₀₉₀  △ ₄, ₁₉₆, ₄₄₁, ₁₇₃  △ ₃, ₃₉₆, ₇₂₂, ₁₄₆  △ ₁, ₁₇₂, ₄₃₈, ₀₇₄

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－通貨セレクト・コース（毎月分配型）

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を

控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税0. 315％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期
100円 100円 100円 100円 100円 100円

（単　　価） ︵10， 061円 ︶ ︵9， 761円 ︶ ︵10， 162円 ︶ ︵9， 804円 ︶ ︵9， 998円 ︶ ︵10， 519円 ︶
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日まで
は₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得
税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類
になりましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更され
たことに伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」

から「受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす

影響が軽微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該

当します。）には適用されなくなりました。
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ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－

オージェンタム・トラストークロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド
日本円・クラス／豪ドル・クラス／ブラジル・レアル・クラス／

米ドル・クラス／通貨セレクト・クラス

　当ファンド（ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型） －ジャパン・トリプルリターンズ－）はケイマン籍の外国投資信
託「オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド　日本円・クラス／豪ドル・クラス／ブラ
ジル・レアル・クラス／米ドル・クラス／通貨セレクト・クラス」に投資しておりますが、以下の内容はすべてのクラスを合
算しております。
（注）2014年12月 ₈ 日時点で入手しうる直近の状況を掲載しております。

　　　　　　　　　（日本円建て）
貸借対照表

₂₀₁₄年 ₂ 月₂₈日

資産
有価証券の公正価値（費用₁₀₅, ₁₉₇, ₂₉₁, ₀₀₀円） ￥ ₁₀₃, ₅₆₀, ₆₂₃, ₃₀₀
現金および現金等価物 ₃₀, ₄₄₉, ₁₁₁
スワップ契約による評価益 ₁₆₆, ₀₇₀, ₉₆₅
未収：

プレミアム ₂₉₉, ₇₀₈, ₁₇₆
クローズド・スワップ契約 ₁, ₅₅₁, ₃₄₆, ₇₈₉

その他資産 　 ₁₃, ₅₅₃, ₄₅₀
資産合計 　 ₁₀₅, ₆₂₁, ₇₅₁, ₇₉₁

負債
スワップ契約による評価損 ₁₃₅, ₃₇₃, ₃₀₁
未払い：

有価証券の購入 ₂₉₉, ₆₄₀, ₈₀₀
管理会社報酬 ₃₈, ₄₄₆, ₂₀₆
通貨投資顧問報酬 ₂₄, ₅₂₇, ₆₁₈
設立経費 ₈, ₂₂₇, ₈₇₁
専門家報酬 ₇, ₆₇₄, ₂₃₀
名義書き換え代理報酬 ₆, ₆₁₉, ₅₄₃
受託会社報酬 　 ₃₇₈, ₇₅₃

負債合計 　 ₅₂₀, ₈₈₈, ₃₂₂

純資産 ￥ ₁₀₅, ₁₀₀, ₈₆₃, ₄₆₉

豪ドル・クラス ￥ ₄, ₆₆₆, ₅₈₈, ₈₇₂
ブラジル・レアル・クラス ₁₈, ₀₀₅, ₇₆₉, ₉₉₈
日本円・クラス ₁₅, ₂₆₃, ₇₀₅, ₂₇₅
通貨セレクト・クラス ₄₈, ₄₄₀, ₆₂₂, ₁₉₇
米ドル・クラス 　 ₁₈, ₇₂₄, ₁₇₇, ₁₂₇

￥ ₁₀₅, ₁₀₀, ₈₆₃, ₄₆₉
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発行済み受益証券数
豪ドル・クラス ₄₆, ₉₇₆, ₅₀₄
ブラジル・レアル・クラス ₁₈₃, ₄₇₂, ₃₆₁
日本円・クラス ₁₅₅, ₀₀₉, ₅₁₇
通貨セレクト・クラス ₅₁₈, ₃₆₄, ₈₁₉
米ドル・クラス ₁₈₃, ₇₃₂, ₉₄₉

1 口当りの純資産
豪ドル・クラス ￥ ₉₉. ₃₄
ブラジル・レアル・クラス ￥ ₉₈. ₁₄
日本円・クラス ￥ ₉₈. ₄₇
通貨セレクト・クラス ￥ ₉₃. ₄₅
米ドル・クラス ￥ ₁₀₁. ₉₁

　　　　　　　　
損益計算書

₂₀₁₃年 ₆ 月₂₀日（業務開始日）～₂₀₁₄年 ₂ 月₂₈日

収益
その他収益 ￥ ₆₃, ₇₁₈ 

収益合計 　 ₆₃, ₇₁₈ 

費用
運用報酬 ₅₃, ₂₉₂, ₀₈₁ 
通貨投資顧問報酬 ₄₉, ₀₉₅, ₀₈₅ 
管理会社報酬 ₃₈, ₄₄₆, ₂₀₆ 
専門家報酬 ₇, ₆₇₄, ₂₃₀ 
名義書き換え代理報酬 ₆, ₆₁₉, ₅₄₃ 
設立経費 ₃, ₄₄₆, ₅₅₀ 
受託会社報酬 　 ₁, ₀₁₉, ₄₄₂ 

費用合計 　 ₁₅₉, ₅₉₃, ₁₃₇ 

純投資損失 　 （₁₅₉, ₅₂₉, ₄₁₉）

実現益（実現損）と評価益 （評価損）：
実現益 （実現損） の内訳：

有価証券への投資 ₆, ₅₄₇, ₄₆₂, ₄₀₃ 
スワップ契約 ₉₄₃, ₉₁₈, ₄₉₉ 
外国為替取引 　 （₁₇, ₉₇₈）
純実現益 　 ₇, ₄₉₁, ₃₆₂, ₉₂₄ 

評価益 （評価損） の純変動の内訳：
有価証券への投資 （₁, ₆₃₆, ₆₆₇, ₇₀₀）
スワップ契約 　 ₃₀, ₆₉₇, ₆₆₄ 
評価損の純変動 　 （₁, ₆₀₅, ₉₇₀, ₀₃₆）

純実現益および純評価益 　 ₅, ₈₈₅, ₃₉₂, ₈₈₈ 

業務活動の結果生じた純資産の純増 ￥ ₅, ₇₂₅, ₈₆₃, ₄₆₉ 
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　当ファンド（ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型） －ジャパン・トリプルリターンズ－）はケイマン籍の外国投資信
託「オージェンタム・トラスト－クロッキー・ジャパン・ストラテジー・ファンド　日本円・クラス／豪ドル・クラス／ブラ
ジル・レアル・クラス／米ドル・クラス／通貨セレクト・クラス」に投資しておりますが、以下の内容はすべてのクラスに共
通です。
（注）2014年12月 ₈ 日時点で入手しうる直近の状況を掲載しております。

受益証券数 有価証券の明細
純資産に占
める割合
（％）

公正価値

ストラクチャード商品 （98． 53%）
₁, ₀₃₉, ₆₂₀︐₀₀₀ CROCI The Strategy* - トータル・リターン・スワップ ￥ ₁₀₃, ₅₆₀, ₆₂₃, ₃₀₀

投資計 （個別原価  105， 197， 291， 000円） 98． 53% ￥ 103， 560， 623， 300

* 当ファンドは Deutsche Bank A.G., London Branch に十分な資金規模を持つパフォーマンス・スワップを通して ザ・ストラテジーに概念的なエクス
ポージャーを有している。

　（日本円建て）　　　　　　
投資明細表

₂₀₁₄年 ₂ 月₂₈日

外国為替スワップ契約

買い カウンターパーティー 想定元本 満期日 売り 想定元本 　 純評価益 /（評価損）
純資産に占
める割合
（％）

ＡＵＤ Deutsche Bank A. G. ₅₁, ₂₄₁, ₁₇₇ ₂₀₁₄年 ₃ 月₃₁日 ＪＰＹ （₄, ₆₈₇, ₂₈₅, ₂₈₀） ￥ （₁₇, ₃₄₅, ₅₆₅） （₀. ₀₂%）
ＢＲＬ Deutsche Bank A. G. ₄₁₃, ₁₉₄, ₄₃₇ ₂₀₁₄年 ₃ 月₃₁日 ＪＰＹ （₁₇, ₈₉₆, ₆₈₂, ₂₅₉） ₃₉, ₅₆₇, ₄₃₆ ₀. ₀₄% 
ＢＲＬ * Deutsche Bank A. G. ₂₀₀, ₅₈₆, ₇₀₄ ₂₀₁₄年 ₃ 月₃₁日 ＪＰＹ （₈, ₆₈₇, ₄₀₄, ₁₃₄） ₁₉, ₈₁₁, ₈₅₃ ₀. ₀₁% 
ＣＬＰ * Deutsche Bank A. G. ₃₇, ₇₃₉, ₉₄₉, ₄₆₁ ₂₀₁₄年 ₃ 月₃₁日 ＪＰＹ （₆, ₈₇₃, ₅₅₀, ₅₂₄） ₇, ₉₄₁, ₉₅₆ ₀. ₀₁% 
ＩＮＲ * Deutsche Bank A. G. ₅, ₂₃₈, ₉₀₅, ₄₅₂ ₂₀₁₄年 ₃ 月₂₈日 ＪＰＹ （₈, ₆₃₉, ₆₇₁, ₁₄₄） （₆₇, ₈₂₇, ₈₀₃） （₀. ₀₆%）
ＲＵＢ * Deutsche Bank A. G. ₂, ₈₆₇, ₃₉₅, ₃₄₈ ₂₀₁₄年 ₃ 月₃₁日 ＪＰＹ （₈, ₁₁₄, ₆₀₈, ₂₅₇） （₄, ₃₃₀, ₀₀₅） （₀. ₀₀%）
ＴＲＹ * Deutsche Bank A. G. ₁₈₅, ₆₈₄, ₉₇₀ ₂₀₁₄年 ₃ 月₃₁日 ＪＰＹ （₈, ₄₄₈, ₇₃₉, ₁₈₅） ₆₇, ₃₇₁, ₇₁₁ ₀. ₀₆% 
ＵＳＤ Deutsche Bank A. G. ₁₈₄, ₄₀₂, ₉₆₉ ₂₀₁₄年 ₃ 月₃₁日 ＪＰＹ （₁₈, ₈₆₁, ₆₅₇, ₇₃₅） （₄₅, ₈₆₉, ₉₂₈） （₀. ₀₄%）
ＺＡＲ * Deutsche Bank A. G. ₇₄₀, ₀₂₇, ₁₆₂ ₂₀₁₄年 ₃ 月₃₁日 ＪＰＹ （₆, ₉₆₉, ₀₁₆, ₅₀₃） ₃₁, ₃₇₈, ₀₀₉ ₀. ₀₃% 

￥ 30， 697， 664  ₀. ₀₃% 

用語集：
ＡＵＤ 豪ドル
ＢＲＬ ブラジル・レアル
ＣＬＰ チリ・ペソ
ＩＮＲ インド・ルピー
ＪＰＹ 日本円
ＲＵＢ ロシア・ルーブル
ＴＲＹ トルコ・リラ
ＵＳＤ 米ドル

* 通貨セレクト・クラスのバスケットに含む。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■組入資産明細表
　下記は、2014年12月 8 日現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンド（817， 136千口）の内容です。

＜補足情報＞
　当ファンド（ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－）が投資対象としてい
る「ダイワ・マネーストック・マザーファンド」の決算日（2013年₁₂月 ₉ 日）と、当ファンドの決算日が異なっており
ますので、当ファンドの第₁₇期の決算日（₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日）現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンドの
組入資産の内容等を₅₀ページに併せて掲載いたしました。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンドの主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額
千円 千円

₄₆₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₁/₁₄ ₁₄₉, ₉₉₉ 
₄₁₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₂₂ ₉₉, ₉₉₉ 
₄₇₇ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₈ ₉₉, ₉₉₆ 
₄₇₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₂₅ ₉₉, ₉₉₂ 
₄₉₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₂₃ ₈₉, ₉₉₈ 
₄₇₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₁₇ ₇₉, ₉₉₅ 
₄₇₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₁₅ ₆₉, ₉₉₉ 
₄₉₀ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₉ ₆₉, ₉₉₆ 
₄₇₁ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₁₀ ₆₉, ₉₉₅ 
₄₆₈ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₀/₂₇ ₆₉, ₉₉₄ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

区 分 額　面　金　額 評 価 額 組入比率
う ち Ｂ Ｂ 格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国 債 証 券 ₄₈₀, ₀₀₀ ₄₇₉, ₉₉₅ ₅₈. ₅ ― ― ― ₅₈. ₅ 

（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日
％ 千円 千円

国債証券 ₄₇₉ 国庫短期証券 ― ₇₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₁₅ 
₄₁₉ 国庫短期証券 ― ₁₀₀, ₀₀₀ ₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₂₂ 
₄₆₄ 国庫短期証券 ― ₁₅₀, ₀₀₀ ₁₄₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₁/₁₄ 
₄₉₀ 国庫短期証券 ― ₇₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉₇ ₂₀₁₅⊘₀₂⊘₀₉ 
₄₉₃ 国庫短期証券 ― ₉₀, ₀₀₀ ₈₉, ₉₉₈ ₂₀₁₅/₀₂/₂₃ 

合　　計
銘  柄  数 ₅銘柄 

金　　 額 ₄₈₀, ₀₀₀ ₄₇₉, ₉₉₅ 
（注）単位未満は切捨て。
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運用報告書　第 4 期　（決算日　2013年12月 9 日）

（計算期間　₂₀₁₂年₁₂月₁₁日～₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日）

　ダイワ・マネーストック・マザーファンドの第 ₄ 期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主要投資対象 円建ての債券

運 用 方 法
①円建ての債券を中心に投資し、安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
②円建資産への投資にあたっては、残存期間が ₁ 年未満、取得時においてＡ－ ₂ 格相当以上の
債券およびコマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株式組入制限 純資産総額の₁₀％以下

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■当期中の基準価額の推移

■設定以来の運用実績

期　　　　別
基　準　価　額 公 社 債

組入比率 純資産期　中
騰落率

円 ％ ％ 百万円
₁ 期末（₂₀₁₀年₁₂月 ₉ 日） ₁₀, ₀₀₈ ₀. ₁ ₉₀. ₈ ₁₁
₂ 期末（₂₀₁₁年₁₂月 ₉ 日） ₁₀, ₀₁₈ ₀. ₁ ₇₆. ₁ ₂₂₃
₃ 期末（₂₀₁₂年₁₂月₁₀日） ₁₀, ₀₂₇ ₀. ₁ ₇₂. ₈ ₇₁₃
₄ 期末（₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日） ₁₀, ₀₃₄ ₀. ₁ ₆₉. ₆ ₈₁₈

（注 ₁ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き
ます。

（注 ₂ ） 当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なっており、ベ
ンチマークおよび参考指数はありません。

年　 月　 日
基 　準 　価 　額 公 社 債

組入比率騰 落 率
円 ％ ％

（期首）₂₀₁₂年₁₂月₁₀日 ₁₀, ₀₂₇ ― ₇₂. ₈ 
₁₂月末 ₁₀, ₀₂₇ ₀. ₀ ₇₁. ₄ 

₂₀₁₃年 ₁ 月末 ₁₀, ₀₂₈ ₀. ₀ ₈₀. ₄ 
₂ 月末 ₁₀, ₀₂₉ ₀. ₀ ₇₀. ₅ 
₃ 月末 ₁₀, ₀₂₉ ₀. ₀ ₆₄. ₁ 
₄ 月末 ₁₀, ₀₃₀ ₀. ₀ ₇₃. ₅ 
₅ 月末 ₁₀, ₀₃₀ ₀. ₀ ₇₀. ₃ 
₆ 月末 ₁₀, ₀₃₁ ₀. ₀ ₈₀. ₀ 
₇ 月末 ₁₀, ₀₃₂ ₀. ₀ ₇₈. ₈ 
₈ 月末 ₁₀, ₀₃₂ ₀. ₀ ₇₄. ₆ 
₉ 月末 ₁₀, ₀₃₃ ₀. ₁ ₆₈. ₅ 
₁₀月末 ₁₀, ₀₃₄ ₀. ₁ ₉₁. ₇ 
₁₁月末 ₁₀, ₀₃₄ ₀. ₁ ₇₄. ₁ 

（期末）₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₃₄ ₀. ₁ ₆₉. ₆ 
（注）騰落率は期首比。

《当期中の運用経過》
（₂₀₁₂. ₁₂. ₁₁～₂₀₁₃. ₁₂. ₉ ）

　資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金
融資産による安定運用を行ないました。
　この結果、期首₁₀, ₀₂₇円で始まった基準価額は、期末に₁₀, ₀₃₄円とな
りました。

《今後の運用方針》
　引続き資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の
短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

■売買および取引の状況
公　 社　 債

（₂₀₁₂年₁₂月₁₁日から₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日まで）
買 付 額 売 付 額

国 

内

千円 千円

国 債 証 券 ₂, ₂₂₉, ₅₅₉ ― 
（ ₂, ₁₈₀, ₀₀₀） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₂年₁₂月₁₁日から₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　付 売　　　　　　付
銘　　　　柄 金　額 銘　　　　柄 金　額

千円 千円
₃₄₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₃/₅/₁₃ ₁₂₉, ₉₇₅ 
₃₆₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₃/₈/₁₂ ₁₁₉, ₉₇₂ 
₃₅₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₃/₇/₁ ₉₉, ₉₉₀ 
₃₈₇ 国庫短期証券  ₂₀₁₃/₁₁/₁₁ ₉₉, ₉₇₇ 
₃₇₇ 国庫短期証券  ₂₀₁₃/₉/₃₀ ₉₉, ₉₇₆ 
₃₈₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₃/₁₀/₂₁ ₉₉, ₉₇₆ 
₃₈₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₃/₁₁/₅ ₈₉, ₉₇₈ 
₄₀₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₂/₁₇ ₇₉, ₉₈₇ 
₄₀₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁/₂₇ ₇₉, ₉₈₄ 
₃₄₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₃/₅/₇ ₇₉, ₉₈₀ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作成期 当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 額面金額 評価額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 ₅₇₀, ₀₀₀ ₅₆₉, ₉₄₃ ₆₉. ₆ ― ― ― ₆₉. ₆ 
（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 銘　　柄 年利率 額面金額 評価額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 ₃₉₉ 国庫短期証券 ― ₇₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉₇ ₂₀₁₄/₀₁/₀₉ 
₄₀₀ 国庫短期証券 ― ₄₀, ₀₀₀ ₃₉, ₉₉₇ ₂₀₁₄/₀₁/₁₄ 
₄₀₃ 国庫短期証券 ― ₅₀, ₀₀₀ ₄₉, ₉₉₆ ₂₀₁₄/₀₁/₂₀ 
₄₀₅ 国庫短期証券 ― ₈₀, ₀₀₀ ₇₉, ₉₉₂ ₂₀₁₄/₀₁/₂₇ 
₄₀₆ 国庫短期証券 ― ₆₀, ₀₀₀ ₅₉, ₉₉₃ ₂₀₁₄/₀₂/₀₃ 
₄₀₇ 国庫短期証券 ― ₇₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉₁ ₂₀₁₄/₀₂/₁₀ 
₄₀₉ 国庫短期証券 ― ₈₀, ₀₀₀ ₇₉, ₉₉₀ ₂₀₁₄/₀₂/₁₇ 
₄₁₀ 国庫短期証券 ― ₅₀, ₀₀₀ ₄₉, ₉₉₄ ₂₀₁₄/₀₂/₂₄ 
₄₁₅ 国庫短期証券 ― ₇₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₈₉ ₂₀₁₄/₀₃/₁₇ 

合計 銘柄数 ₉銘柄 
金 額 ₅₇₀, ₀₀₀ ₅₆₉, ₉₄₃ 

（注）単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₅₆₉, ₉₄₃ ₆₉. ₆ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂₄₈, ₇₄₁ ₃₀. ₄ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₈₁₈, ₆₈₅ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 818, 685, 136円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₂₄₈, ₇₄₁, ₃₀₁  
公 社 債（評価額） ₅₆₉, ₉₄₃, ₈₃₅  

（Ｂ）負 債 ―  
（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 818, 685, 136  

元 本 ₈₁₅, ₈₈₁, ₇₉₃  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂, ₈₀₃, ₃₄₃  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 815, 881, 793口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 034円

＊ 期首における元本額は₇₁₂, ₀₄₃, ₅₅₁円、当期中における追加設定元本額は₄₃₀, ₃₁₀, ₉₅₉円、
同解約元本額は₃₂₆, ₄₇₂, ₇₁₇円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ・グロー
バル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）₉₉₈円、新興国ソブリン・豪ドル
ファンド（毎月決算型）₉₉₉円、新興国ソブリン・ブラジルレアルファンド（毎月決算型）
₉₉₉円、新興国ソブリン・ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）₉₉₉円、アジア高利回
り社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）₉₉₉円、りそな毎月払出し・豪ドル債
ファンド Ａコース₄, ₉₈₈, ₅₂₇円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド Ｂコース
₂, ₄₉₄, ₂₆₄円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド Ｃコース₉₉₉, ₁₉₇円、りそな毎月払出
し・豪ドル債ファンド ₂  Ａコース₆₉₈, ₂₅₅円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₂  
Ｂコース₄₅₈, ₈₅₃円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₂  Ｃコース₁₁₉, ₇₀₁円、りそな
毎月払出し・豪ドル債ファンド ₃  Ａコース₁, ₉₉₄, ₄₁₆円、りそな毎月払出し・豪ドル債
ファンド ₃  Ｂコース₆₄₈, ₁₈₆円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₃  Ｃコース
₁₇₉, ₄₉₈円、世界優先証券ファンド（為替ヘッジあり／限定追加型）₉₉₈円、ＵＳ短期ハ
イ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）₃, ₉₈₈, ₈₃₂円、ＵＳ短期高利
回り社債ファンド（為替ヘッジあり／年 ₁ 回決算型）₄, ₉₈₄円、ダイワ／シュローダー・
グローバル高利回りＣＢファンド（限定追加型）為替ヘッジあり₁₅, ₉₇₇, ₆₁₁円、ダイワ／
シュローダー・グローバル高利回りＣＢファンド（限定追加型）為替ヘッジなし₂, ₀₀₀, ₃₈₅
円、ダイワ／モルガン・スタンレー新興 ₄ カ国不動産関連ファンド　－成長の槌音（つち
おと）－ ₁₁, ₀₀₀, ₀₀₀円、ダイワ／ハリス世界厳選株ファンド・マネー・ポートフォリオ
₃₅₇, ₅₉₄, ₉₄₂円、ダイワ・アセアン内需関連株ファンド・マネー・ポートフォリオ
₁₉₅, ₅₂₉, ₇₇₅円、ダイワ米国高利回り不動産証券ファンド₁₉, ₉₄₂, ₁₆₈円、ダイワＵＳ短期ハ
イ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／年 ₁ 回決算型）₄, ₉₈₄円、ダイワ先進国
リートα 為替ヘッジあり（毎月分配型）₃₉₉, ₀₈₃円、ダイワ先進国リートα 為替ヘッジな
し（毎月分配型）₉₉, ₇₇₁円、通貨選択型ダイワ先進国リートα 円ヘッジコース（毎月分
配型）₃₉₉, ₀₈₃円、通貨選択型ダイワ先進国リートα 通貨セレクトコース（毎月分配型）
₉₉, ₇₇₁円、ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンド
（為替ヘッジあり）₈₆, ₇₈₃, ₀₄₃円、ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコン
シューマー株式ファンド（為替ヘッジなし）₁₄, ₉₆₂, ₅₉₄円、ダイワ／ミレーアセット・ア
ジア・セクターリーダー株ファンド₄₉, ₈₅₀, ₄₄₉円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選
択型） －ジャパン・トリプルリターンズ－　日本円・コース（毎月分配型）₃₉₈, ₇₆₄円、
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型） －ジャパン・トリプルリターンズ－　豪ド
ル・コース（毎月分配型）₉₉, ₆₉₁円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型） －ジャ
パン・トリプルリターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）₃₉₈, ₇₆₄円、ダ
イワ日本株ストラテジーα（通貨選択型） －ジャパン・トリプルリターンズ－　米ドル・
コース（毎月分配型）₃₉₈, ₇₆₄円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型） －ジャパ
ン・トリプルリターンズ－　通貨セレクト・コース（毎月分配型）₁, ₉₉₃, ₈₂₀円、通貨選
択型 ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型 日本円・コー
ス₃, ₄₈₈, ₈₃₆円、通貨選択型 ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配
金提示型 豪ドル・コース₂, ₄₉₂, ₀₂₆円、通貨選択型 ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグ
ルアイⅡ－　予想分配金提示型 ブラジル・レアル・コース₃, ₄₈₈, ₈₃₆円、通貨選択型 ダイ
ワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型 米ドル・コース
₁₉, ₉₃₆, ₂₀₅円、通貨選択型 ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ　－予想分配金
提示型 通貨セレクト・コース₁₁, ₉₆₁, ₇₂₃円です。

＊ 当期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₀₃₄円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₂年₁₂月₁₁日　至₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 593, 479円

受 取 利 息 ₅₉₃, ₄₇₉  
（Ｂ）有価証券売買損益 1, 471  

売 買 益 ₁, ₄₇₁  
（Ｃ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ） 594, 950  
（Ｄ）前期繰越損益金 1, 908, 638  
（Ｅ）解 約 差 損 益 金 △  1, 030, 286  
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 330, 041  
（Ｇ）合 計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 2, 803, 343  

次期繰越損益金（Ｇ） 2, 803, 343  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ―

合　　　　　　　計 ―
（注） 費用の項目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項

目の概要をご参照ください。
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